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SwWUGRRKRORKER 
HSi+ K PF ie em 
位 置 及 8 # 

FPL POR It 鹿児島 雌 鹿 児島 郡 谷山 町 に あり め , 鹿児島 市 の 南西 約 坪 里 に 
ATS. 鹿児島 市 よめ 谷山 本 町 に 至る 約 二 里 の 聞 に は Wha 223 C, 汽車 用 
電車 の 便 が ある が , 谷山 本 町 か ら 確 山 に 至る 間 は , 近年 大 い に 道路 修理 みさ 

FUER, IFES CC HERG 25S B (SBS Yao 
AWM OBE LOW HEC A <, 口碑 の 俺 ふ る 所 に よれ ば , WR AE 
ABIEO WINVA ERTS OR RIB O, RT Ton FOE BEE Eee BENTO 
BEA 24 て 探 握 に 従事 し た と 云 ひ , 叉 三國 名 勝 園 給 に 擦れ ば 「 Wa ICA AS BH 
場 あ り 世 に 鋭 山 と 云 ふ 。 MRTEFANORRIGM LTB PAT O 。 既に 
し て 此 場 始ま る 」 と HOT, ABE LOE ILE SOHNE Dd Z 。 AOE 
年 に 於 ける 本 確 山 稼 行 の 状況 に は , FRIDGES ’ODA AB, HIG 
山 ヶ 野 , EO MBI CF ERO = と 穏 さ れ , 寛政 年 間 に は 金山 泰行 
CNH) OF Mee, 山 締 役 , LNB, 山師 主 頭 等 の 役員 が あつ て 現場 を 
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IRAROK. PARSE IC SEA HOTKD, 連綿 と UTREXO vd, JER be 
A CHOOT Be EAE Id, TED EPEC RT IE UK 今 其 大 勢 を 示す べく ), 
KUM Asawis fi] O URE FA 2 BE B—-HOM < CHS, 

a) Sane. 


天保 L4p| 7,921 zeke 3 年 44,257) wig 15 年 | 21279 Wyse 41 年 36,900 
天保 244) 10,344) gee 4 4A) 51,148) 明治 16 44] 23,499) 明治 42 44) 29,730 
天保 3 年 18,267) 安政 5 44) 46,185) 明治 17 44/ 36,713] 明治 43 年 131,300 
天保 4 年 19,989 安政 6 年 47,858) WHR 18 年 | 36,866| WIS 44 年 | 32,950| 
天保 5 年 18,415) BRE 1 年 | 64240 明治 19 年 | 60,076| 天正 1 年 | 47,750 
天保 6 年 15,216| 3c” 1 年 57,640 明治 20 年 57,814| 大 正 2 年 |43;700 
天保 7 年 12,208) aA 2 年 | 36,960| W743 21 年 | 38,473| 大 正 3 年 | 35,100 
天保 8 年 15,794 34 3 年 30,467 974 22 年 | 25,750 大 正 4 年 |51,650 
天保 9 年 19,008 元治 1 年 |24416i 印 治 23 44] 35,480 大 正 5 年 |38;950 
天保 10 年 14,574 慶應 1 年 |33,579| wy 24 年 | 41,131| 大 正 6 年 137;149 
天保 11 年 19,364 慶應 2 年 | 27,375| Ws 25 年 | 40,636| KE 7 年 |18,477 
天保 12 年 24,538 BERR 3 年 18,215| Hy 26 年 31,812) 大 正 8 年 |17,407 
天保 13 年 28,340, 明治 1 年 28,833) WHY} 27 年 | 34,915| 天正 9 年 | 10,005| 
天保 14 tp) 24,695) 明治 2 年 | 27,964 明治 28 年 | 55,157| 大 正 10 年 |11;170 
hte 年 | 22,071| 明治 3 年 25,394 明治 29 44| 68,518] 大 正 11 年 | 4,588 
弘 化 2 年 20,133) 明治 4 年 25,075| 明治 30 年 55,612| 天正 12 年 | 17,852 
ah 3 年 27,772) 明治 5 年 24145| 明治 31 年 | 38,362| 大 正 13 年 122,754 
hte 4 年 40,979, Wie 6 年 20,112] 明治 32 年 | 380777| 天正 14 年 19,078 
Bak 1 年 30,644 明治 7 年 24,803) Wi 33 年 | 23,067| 昭和 1 年 125,898 
Berk 2 年 24437 明治 8 年 125,4783| 明治 34 年 | 20,865| 昭和 2 年 131734 
Bike 3 年 |37,646 Wie 9 年 | 22593| 明治 35 年 | 80,987| 昭和 3 年 | 32,679 
Hive 4 年 40,456 i} 10 年 15,516 明治 36 47! 30,850 昭和 4 年 |36,420 
Beale 5 年 35929| 明治 11 年 11,327) 明治 37 年 38,750 nB AN 5 年 |30;500 
Beak 6 年 70,161 明治 12 年 | 17,105| WAH 38 年 !30,850| 昭和 6 42! 25,773 
安政 1 年 68,777) 明治 13 年 19,458| 明治 89 4A! 32,400, 昭和 7 年 | 42,335| 
安政 2 年 59,022) Wii 14 年 18,579| 明治 40 年 43,500 


ih Gh RRR 
ASW O HW EE WEARS BA UTI BEE JE_E, 伊木 , DUES OFT IORLO RA 
1) 
完 及 調査 報 廊 が ある の で て , 落 に は 其 大 要 を 記す る に 止め る 。 


り FEW ZB, HARA GL Lh BET A, 第 11 BR, 明治 42 年 3 月 」 
CANTER [OH BU ERA | 地質 調査 記 報 告 , 第 16 競 , 大 正 3 年 3 月 ; 
TOBA PL] 98 1 HEIR > DER BL Hk. CSEICD |b LBUNESE, 第 23 a pp 145 
~164, 大 正 5 A HR CAFRIC RS S OBE) 大 正 7 APARFRBISR © fe 
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地形 本 地方 は 海抜 400 米 内 外 の 台地 で あつ て , Wii — — OD Les oF 
惜 も る 島 喚 の 如く 慮 々 に 突出 する 外 は , 一 般 に 山頂 は 殆 ん ど 一 下面 中 に あつ 
て 大 な る 起伏 な く , 極め て 徐々 に 西方 に 傾 許 する 高原 を 形成 する が , 河川 は 
細 流 に 至る まで て , 深く 地盤 を 触 鹿 す る を 以 つ て , ILHAM Ze UT, 
WER tt BARD G3, ICME LC, PRELARA, 地形 生 複 雑 
で は ある が ;, 確 業 上 碁 だ 有利 な る 地形 た る を 失 は ぬ 。 

地質 (LPAI D 2 ARIS Ds WE BRR O HIB Eb L, Sega em 
OTA TEMBER DEA L, LRFHMOM Mt ZAMROT MAD 
BETS. 

pAED > bCREREEC HOM Sb OR 砂岩 で , 一 般 に 本 地 
KO pAb IA BE Lita es SD, BUG Lic b Olt ER th SMO 
Bo ZS ANAL BS Cae < AULA A CHE  DBKIC, 往々 立 mA 及 地 
HIPS DMN ¢ FOH UC ieee ES. HACE LAB ABI & Ze LU 
REI CHMKORMBLAT 40 EOWA IC SOTHALS A+ cok 
多く , HER LOE CD 6 vad', Be AWS HHMI CAA & © 
PPS IK ED CICERO, PEAR IS CAEP SCP (CEO T Ait 
PRICES So ML CE MICK Ke SIAIBIMICIA TT & MEZA LE LBB 
PART BMBO MD CE L$ BEF ZORBD So 

EMRE LORE LO PED (CH O, 路 椅 園 形 を な し て 路 出 し , NRCC 
は 白色 中 粒 の 黒雲 母 花 賠 岩 に 類する も, BEE IC CARL 其 を な せる 石英 
及 長 石 等 よめ 成 る BIE, BA, BERRA ROMA A L, DINE te SBE 
WRIA e AS ASSES LDS IC JUPAS Hie PAD BIA OTEDN A & 
し て 重要 な も の で ある 。 

RAGE), PERN EO wR ICBO TEL, 最も 厚 き も の は 百 米 以 上 
(CET So 
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ERGERORE PIR CEU S LOR—-RAURCGRUTER ER 


WS AT LIVABCK <, FRAME BRB, BAROD, = 
& CHM ARIK CUD RIERA L, BAMO 岩石 の KBR AAT AO 


PHMLT So PURINE EMT MCHA, 本 岩 は BORNE 


Ras AER POLK REAL, PAR PORURD 本 岩 と の 境界 面 に 
CEH DS BAKKE ita T HWE EE LIBS PUT, DEWAR AE 浴 流 堆 
積 せ る も の な る こと を 推 知 する に 難く な い 。 


MR の 主要 な る 部 分 を な す も の は , PEM OWA RANE HES 
BLE FELD C HQT MRO BIL HS & <BR BEDS okt 


“OWA MSLTE RABIES 2 cbt & LDORPIO TIE I AP Tea, 東 域 即ち 大 
RIBS LSD ARS, 元 山 本 負 , TER, BI, IA, AE 
等 , 叉 西域 女 ち 西山 司 域 に は 加賀 鋼 , PSE, BURRS O RRD AG tC os 
る が , 概ね 互 に 下 行 し, 東 域 で は 水 成 岩 の 魏 理 に 沿 ひ , 西域 て は 地層 の 走行 
RF UCLA EE CHEB So 証し て 其 多 く は 北方 六 七 十 度 に 
(AE UCLA AGF L, HOES ECWOTH LU BMY RD 6h, L— 


AB CIAIEDE 620 Re BS 5 HM LT, OBR FHL 


せる も の な る や を 想 は し むる 。 
DARKO ta la°3 寸 乃至 Wp eth & UT 1~2 RIES Sb OW <, DEI 


OWES ELINCINT & GIO ICIMES 4 OIE 1 47H 3-SORICIRG 
れる 2。 


Tih UR, HICH, 石英 等 の 脈 石 に 任 つ て 谷 石 を 産 す る も の で て, 概ね 


JR he し 結 井 の 微細 な た め 肉 眼 的 に 是 を 認め 難い が , 時 に 黒色 を 晃 す る 
FHA 7S OEMO MDS THR ET CL DAS. MU LOHR 
I EA> SO) SB, Bee SD, DY AE MAH Ae BO, CoC AE O Ion e ORE 


叉 一 部 て は ヒシ ン ゲ ライ ト Hisingerite &MidnrSSRRE PET 
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SOM IL ABER. Sti SL L te 6, MARI BAVA EBUILD GB, 

BEOWH CISC BIER ILE, RECUR IC 
KEBERBSD FHT, 砂岩 の 一 部 は BL sv SNT —HeEVOMs 
222 L, HWOMI ILS RORMIOH % Ae UCR CIB Li, SURGBEE! 8 
度 の 絹 雲 母 化 作用 を ぅ うけ て BORA L1td る 外 , Wa と 共に 甚 し くく 
姜 鐵 左 化 され て , Et し て 熱 水浴 液 の 影 張 に よ つ て BATE fritid _ 


ORB DH Bo 


TE & FE ba BE O BASIE TC IL ENE OD Aa ITE fd Et ©) BEA PF J ORR, 
PRE MIAH EOWA i (KU, SUI tC ChE <¢ IAB OP Av 
ン フ ェ ル ス 」| ECL, BURT CLE ROREROA CTOAD RBH Bo 


eA BEE ESA 22 52 O HIS, 該 花 賠 斑 岩 の 北方 に あつ て は , Bike 


PACE KEG SS d, WIC MMA COT 稚 子 ヶ 瀧 事務 記 の 南方 
に 及 ん で ゐる 。 次 し 該 花 内 斑 岩 塊 は 北方 に 向 つ て は 極め て 急 傾 斜 を 以 つ て 
HWE CY OCH LL, 東 並 に 束 南 に 向 つ て は 比較 的 綴 傾 斜 な し て , 此 方 面 
迄 敷 条 する に 因 る も の ・ ゝ 如く で ある 。 
ie Ey wt MO Ee 
MRSA LU bites: ¢ U CRT S BARC BY T OEM TH 
つた が , こ OM LIMD BVO Ha SO, AF LGKO HAC ¢ HAO SB, 
DAK GS Bo AMEE 三四郎 鋼 の 東方 延長 線上 に 位 し , Al OM es 
Piet UT, 東西 百 四 十 尺 , MIta+ RICA O MAO READE ADKIS b 
OT ALE 3 tr, LHITKMOM ORME & — TK GRCDRODHES 4 PTL TEOT, 
—AEOURPRK Stockwork deposit を 形作る 。 
1) H. G. Ferguson and A, M. Bateman “Geologic features of tin-deposits, ” 


Econ. Geol, Vol. VII; J. T. Singewald., Some genetic relations of tin 
deposits.” 
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HURL LRT 5 MIROKBH A, WUREAE S EMC S RAO AED — 
方 向 に 従 つて 北 五 十 度 乃至 も 十 度 西 の 走向 を と 0, 大 な る も の は 幅 2~3 十 


に 達する 。 其 主要 部 分 を 構成 する も の は BROMMEMRT HOC, THD 
結果 に 擦れ は 何れ も 多少 の 鋭 分 を 含み , 最低 百 分 の 一 を 超 の る と MTSE 
AYN CIES < 2b 722 a) し 難く , 通常 の 磁 硫 鐵 左 と 何等 の FE BOT SC 
E DWI RUG ew t UCR IC RS SC, 極め て MR SB 


BORER ORS & UC RETRO IS 散在 する の を 認 む る の で て, REE 


Bic OA BIA, WS LCS S 鋭 石 に 基く も の な る こと を 知る こと が 出 
IR 


WLAEO Ein TD ch Boe PIS Ik 往々 不 規則 な る BEAK LT, Ba 「 


PLU LOBteSuoMs GMLET O° LDH So BIL AML 
MERLE ¢ LDARET te <, WA k OMI BIAS SPAS LT OD, BI 
め て 高い 部 分 で は 肉眼 で ゝ EBHOMAVBD 6 ir, WHC BLA 
礼 色 を 旦 し て 極め て 高い 屈折 卒 と 複 屈折 を 有する 柱 基 の 結晶 が 密 に 集合 す 
る の が 認め られ る 。 然し 鈴 石 の 産出 は WAC UVP OAC G F, BREET 
SWAN ORRT SRCHOC, EAT BOREAL RAT 
[OTB 3 2, ABEOAR ADE WIEONIE SH te L, 砂岩 
PECL OWD LRA CEMMICZIMEA 0 JMEMOLEAL BOTH, 
5 BRAT & © XS WR IC, Rie et B BBM LUT ES 
SEE 

DEL © BMV DBR te te F & Old LSMO AS & dr OBE Xe BLOW 
BRUEC I) DD, IES dp SERA, 線 泥 石 等 を 件 ふ 。 

此 う も 線 泥 石 は 盾 微 鏡 的 に は BE Ret eB B Me MeL, 時 に BIR 
に 集合 し て , 借 か に 多 色 性 を 有 し 叉 極め て 低い 複 屈折 を 示し て , TEA ES 
HOFER NT. 証し て 磯 石 磯 物 と 同じ く 多 く 砂 岩 中 の 長石 の 部 分 に 義 


po 
- を 
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達し , RIC BAO DANS FEES SOR H SD. BACB UT 姜 鐵 確 は 薄 
Hi Tih AF — SOM IFROT 著 し き 浮上 0 め OBMLRAL, ML MBRB 
座 物 に 特有 な 労 開 と 高き 複 屈 折 を 有 し , HEIEBOS (ROT EMEC HRS 
So Sha tHE REO MA ILIA © APO BR IEVE AIK KOT 
ESHICS ODM, BCH We ES HIE ORR ILS» 
& MOM AC LEO CERI D RIK 2. し て 線 泥 石 中 を 走 る 3 然し 鋭 石 に 
MUSA Cb te S CHEAT 結晶 し , RERUN (IIS ts 
A HABER LCRA E [aE OBE IE  EOTH UE OO SMS CHS 

BSOBH Bicut sk HO, 本 地方 の 中 生 必 ? は , EMEA RAI 
DTS DMG E EIA 22 OTD BD, HL VDRO MERCIA 更 ら に BE 
TK DAO Rie 9 OC, PRKOBAIEAD 行 は れ て ゐる ぁ WORPATEH は 肉 
ARS CREME REE 6 TUT, ORE O RRO PAMELA BAST VSS 
肉 に 於 て , Be BTS )ENIETIA KOR A Obs 7e 産 す る の 外 は 特 
(FLU BEARD ONCE Ze SLT, PRBS LCE ts 岩石 に 化す る に 
過ぎ な い が , Ze OR 下 に 槍 す れ は , WE BT 5 ES CAM OHE A Ne & 
つて , FA BRE, BRABANA, ERA, BA, Renn, tele GO at 
BED Ds, 交代 的 に 新しく 成 生 れ て ゐる の を 見 る こと が 出來 る 。 

此 5 DEE LV OREA THOT, 確 床 に 極め て 接近 せる 部 分 に 限 つ 
CHEB EO DEB 2 7h CEE L, 結 醒 の 微小 な る ゃ の は FFB IK 特有 な 樹 形 
の 外形 を 示 し , HA $C CHOY 多少 紫色 を 帯び る も の は 懇 
き 多 色 性 を 有する 。 結 品 に は (110) PTET DU 6 BE L, ETL 
BE BIEOR 6B UCT Mae BLS AE eis Lo 該 結 曲 の =F da wR 
Bd AeA LES. LEAR RORMEKC SOTHER OIE 
れ ば , PAIa of =1-680 7’=1-6751 7 —a' =0.0049 (2 UT ROMA EO 
千 渉 模様 を 表 は し , HOOPER IMIE RE CD Tk 6 BS Bo 


fetus "Bet ah Tele” ithe) te he et i aka 
wm = a る = nes で 
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PENT IAEG ICMR TW REIR LC, 特徴 ある 高き PPE L See ー 


折 と を 有 し , EIN CBHI KOT EMT €= 16536 o = 1.6560 と 測定 さ 
れ , 叉 是 を 硝酸 に 溶かし た る も の に アァ シン モ = ュー ム ・ モ リプ デー ト を 反 應 せ 
し め た る に 生 圭 し い 黄色 の 沈 淫 を 生じ た 。 

TEE BIL BU) 25 SWIRL BEM te LCE RT ONES HEH NSE 
し , HETIL ARG 2 EDIE L <, 光 軸 角 の 極め て 小 な る ご 軸 計 性 の 平 小 模様 
| を 示し , 屈折 卒 は ヵ ナ ダバ ル サ す サム より 低い 。 TLC ARR BER te BBE 


ORT UTES SREOEL GBT SIE StU, SRA O 7 


(LRH LD CHEWS BS Hb, HEL CRIMERE BIMe BS BOWL L, Z 
MAGUS LOAZ*BD, 3 
BLA AAAs CEH OME CHIC Z OWRKE IC BIEL, BEL 
BBL FE OSB Lik BLU O CHR te UTA S Bo FCI MRIDE 
RBAME IK 22 75 UE 2 ARS BCL, WEA IC CAR BUT 僅か に 多 
色 性 を 示し , HELIER b OME BME SB. 清光 角 は 甚だ 小 に し て 
15 度 を 出 で ず , HETTIS EGE HE % BSP OBE L ¢ し て , 最小 弾性 軸 の 方 向 を 
TERPS S Bo HACE Aue 薬 片 概ね 繊細 に し て , 叉 高き Bae 
“Hee SMC TRH 25 

BAILAMM IBD 6 Ds 2 LAME CH |B, WARM LERORB te 
UTE. TRIN PO RAE AE Sn, 叉 一 部 で は BUG RARIEO 


KE OMNCE AAT RBCS 3 HIROKHAY ES BORE * BRO 


erie 75 L, BLK 7h } OD EECA fe BLS PTR t 複 屈折 を 示 
す が , BUH ATT Sb OWBARCH So (HBO 小 な る も の で は Bs bel 
を 認め 難い が , 生 大 な る ぁ も の は (100) (2 7E4F2e BS BEB AT L, 叉 時 に 双 品 な 
示す 。 

磁 硫 濾 確 は 多く は 粒 短 を な し , 殊 に 磯 床 に 近接 する BIB LS ES 


Rr | mew SEL a 


#19709) 


Bo TONGS ORME I 初め て 認め ら る ゝ が が, 大 な る も の は Behe 
に 達し , TOPCBAOEMMA ORS SL LDCR. 

HE TAREE SEH 22 He UE 2 BIRO ORL te L, BSH 光線 で 
は 陽 起 石 質 角 陰 石 に 酷似 する が , BRGY IG DRED te OF 渉 色 を 出す 
DIZ LT, 線 泥 石 は 放 色 の 低い 複 屈折 を 示す の で , MBCABC EMSS 
く , RERUN BEE LU CHEINS OLS 6 HOME e HIROKO RE っ 
fies 2 BIZ T Fo 

EjHO FE ARABIC kD CREPE ELE & COCA Lic 8 OA FB BS 
RAT, BRAMAN ABE LIME ERGO EME っ 
< BARWOMRD CH 6, HOC RARIRZ KS, MIRA IARI 
He ALORA ERA AD. 

BRERGR ERTS S WD D9 -45 B BH NBFE 

GRO CASAL OD AE ERG AY 7e 78-F DRUROWAK SISO WG EO CN OPE HS 
HRRZIK BHT SLD UK, FERIDE RO Pa KO & PRT = TIE 大 い に 趣 を 
異 に し , HUr te BIR IS CREEL WHO BMRCWO Bao IE 
HEE L, LALA 84 DUE RIB TB 6, SEC HED 
FPS = & HD Ts SCE OU, TERE OPEN BEES O PSL tk O BRMIK 
Cit, BHOSLE, HERO, PURBUES < OULD 2 & A, 更 ら に 


EE ODEO FER 72 PE SERPS 2s, 西方 に 進む に 従 つ て 件 石 を 減じ , 22 


ROTS ROMA LIRA, 西方 里 信 な る 伊 作 町 下腹 倉 附近 に 至れ ば , 7 
LF t=—OMAA & UTHHHS 4» BAe 

HACE BIL 3 DEG 2 ARIE CURED IC RS BI, HEE KO 
BEE CIS TIO eB BH GEO wf BGS 7s HMR BL Uk RRR ZO 
RAE ¢ ERASE 2 ES BDL, 其 一 部 は 石英 を 交代 せる が 如き Be 
2, LE 2 Be BE し, 鈴 石 並び に 石英 の 間隙 を 充 す 。 此 種 の 鋭 石 の 


本 198010) WE OR 線 264 
> 


Sut a HEED 22 (ES ORL ATR OWR IS KOTHU GS. Ik 


が ある の て, 石英 , BE LEAMKOUMC EA AHC DE ORR Lic kA 


られ る が , 此 硫 化 磯 物化 作用 は 極め て 微々 た る も の で ある 。 

RB PAN EIROWG C AGT BERS (. SBRMILO 低い 部 分 で 
ILA DHONI OO LES WEL し か 認め られ ぬ , Hi d HALO Hid T 
高い 部 分 で は , & bO RAE LRATALIE 2 SIO ARE OED 不 規則 な 集 
Me ie L, SHBGACMOMMKIC KOT HD N, AUEC & LW & UT 
GET RT TUE, WE OAR LIE FOF BRILL ED Se, 3 22, IE 
C EBOOK CKO CHAD DUI Lic DMG RSs Ti 
LTH bE ORT RTI MECH OT, BRIAR 
れ て 結晶 し た ば か り で な く , ZAERO REALTOR HB を & 横切り 
LEONE UD & 0 も 更 ら に 後期 の 確 物 た り と 認め られ る 。 MREROE DRY 


| AERIS FRO NS Dt SSE 22 HE TB EMH SDS Me 中 Kae 


LEIS BE ES OTE LDN CIBAS 3 bv LILBELD G 1, MIO TRE & より も 先 に 
結晶 し た も の ゝ 如く , AICI LCHRAMIL HEL JES TESTO REE 
eH, BILANIAICIG LCiech 2 2 SRO MMA TL, 最後 の 磁化 作用 に ょ 
る も の ゝ 如く で ある 。 

此 也 脈 を 更 ら に 西 に 追 ひ 西山 全域 の 西方 な る 谷山 , OME MMT OBERT 
に 至れ ば , RPM PIB OFFER AD FS, HEE Ne RATERS OFS a 
(CB & Hd Cte <, MILE L LTHRRBR ERE OMO BELO 
金銀 を 含む 。 LAE ORCL SG RIAU CIENT RRR RATER 
間 を 充 し , RC Ze BEY) © , PELL S LIA ¢ , 黄色 の HEUER IK 
遅れ て 結晶 せる も の な る こと が 知ら れる 

VED DEO WG BRU CHR B BRA REA 2 IC, WURGRIVIG (H 
O SOULE It (1) IRB, (2) IEE BASEN, (3) PIRSA, SEEROE 


a a 玉 本 199C11) 


RATED, (4) BADER BOM SIF ITIL, を その 中 東部 な る 岩屋 同 
疲 に 於 て は 初期 の (1) 及 (2) の 磯 化 作用 最も EL 6, 中 央 の 西山 左 域 に 於 
て は (DR 2) 等 の 時 期 は 全 り 著 し か ら ず , 却 つ て (3) の 硫化 磯 物 の 確 化 
作用 が 盛ん に 行 は れ , 西部 の 町 界 際 近 で は 専ら 交 安 確 及 石 英 の 沈 江 を 見 た 。 
BD DRAB MODAL IEA DRA C BEES IC FEO T MIO DEC HEN OF 
し く , OP et U CBWE b BFA ONTOS TEMBER D 6D PBAE 
IRAE C, MOTI L O DTRBRG DEK 2 SD SILGEOT, 高温 度 
(PS BALE D> 5 RAAEIBIEO & OLB OBOT HA. 
BS 2 RO Bw BD 

bat) BAA 1k BEA EDR OS As NBR OG PER OBES T 8 IP IAD ERIS 

BD 6S MC, AER BOR ORB EMRE OUR 4 bt 0, 肉眼 で 
it HEME DEC eves, 走 を 薄 片 と し て 盾 微 鏡 下 に 検 す れ ば , EE 
色 を 示す 片 駄 の 絹 雲 母 を 多量 に 生じ , 時 に 放射 基 に 配列 し 叉 微小 な る 石英 
粒 と 混在 し て 産 す る 。 此 種 の 絹 雲 母 は 叉 往々 姜 鐵 確 を 件 ふ が 姜 鐵 確 は 常々 
脈 其 を な し て 其 中 を 通り , 絹 雲 母 よ め 後期 の 成 生 物 た る を 想 は し むる 。 
岩屋 研 域 西部 並 に 西山 凡 域 の 母 告 で は , SAME EAI ARGC, MIE 
化 作用 或 は 姜 鐵 確 化 作用 を ESL OL, 向 一 部 で は 球 化 作用 を 認め る 。 此 中 
姜 鐵 確 は 多く は 不 規 則 な 雲 歌 の 集合 を な し 無色 よめ 暗 族 色 に 毅 化 する 著 し 
き 多 色 性 と , 姜 鐵 確 に 特有 な る 高い 干渉 色 と を 示 し , thie Aa Te 
有する 淡 線 色 の 工 片 や な し , — CAMO RIE BD BNO KAS 
が , 他 の 部 分 で は 却 つ て 其 反 敵 の 事 近 が あめ , Pdr bb AE WO BME TEA 
BTS LORAL & BARS NG. MUMBO ARORS 
中 を 脈 駄 を な し て 走 の , SILI & OILASEA THM LEB DER SNS 
然るに 谷山 , 伊 作 鹿町 界 附 近 の 岩石 で は 最早 姜 鐵 確 化 作用 を 認め ず , Bhs 
中 に は 多少 の 線 泥 石 と 際 微 旧 質 の 石英 と を 生ずる の み で ある が なみ, 此 慮 で は 


Senet eighties me 
~ #200012) em hw OK ; wo66 


SAGE IMEHO CHILE HET FFlkAUTS Ds Hm <, MI OSE 
fish 2E SIME Bo | 7 | 


SEO WE 4: OLS CA BMURO EE it (1) SECM, (Qekttte 


用 , (3) RIE RISER BC TEIN, 及 (4) SELLE AE OM S BAO BETTE IA 72 5 
U, LO 5 HAM ORY (EN AOR O AB a US, 西 に 進む に 従 つ て 滴 炊 
PMIOBE INDRA TC, HU EMBEE OIC OM RR ST, HT 

Ub © DRBEM IE & 0 ORESIEIRGED T BKEME LL CODD ORD AH 4 0 

: : 結 論 
Di Lia MES BA, A BOR ASERRIR, © ヒシ ン デ ライ ィ イト 等 の 

磯 物 を 共生 し , 従来 券 べ られ た 如く に 其 大 部 分 は 熱 水性 の BHC HEA KE KO 

て 行 は れ た も の て ある が , 近年 礁 脈 の 東端 に 位 す る 沸 上 め DRIED PAE 
きれ た 結果 , BHOWULENICIEA UTED - IRE 等 の BAND 成年 

が 行 は れ た こと が 明か に な つた 。 面 し て HU BMA L し て 見 れ ば , そ 

OUNCE, CD) FA WRG, (2) BRATHAN - Bs TERA, (3) 石 
He GLA, (4) EN - RAGERDN - Mee - SERRUE, (8) HABE, HBKRO tn S MG 
CATIA CLAVE A AM ICSEL DL  BMBATR ets & LT, 

BAUZIE SABO MOULIN LS, ESD ACE NT KAO 
{HEA OREANS UT, 3D SAT IEONE EEA OBME IS PAROMEAID 

め ら れる 。 MOTIVE L O BUA BAR © & 1d AELMEV DS, 純然 た る 熱 


TDR & SAA BABAR O MESH e 7K FT EOE UT, DBE Hid THOR 「 


URS DIET H Do 

BRIS AAFC IS A OL EGAN Bae Ae HY BL Be BS ig BDA ER, Fl Ja BR 
ikke SABES ARK, BRERA RAIPUR, LSE eee ee Bat, 谷山 
B11 GH HL Tak FA ICA SEG IC PR GE © GALS & FSD S CuIN Fie AA SAR hh BH), 


Ieee eT an ee ey “ 


WW 4 


本 201013) 
BAS SHAH (eon) 
HEE ie BAe Bh hy SS 
30. mh A, 片山 信夫 : PAS ORE 
31. 犬塚 BKK: WRRRUBY 2 vse . 


30. mwa, ied 夫 : MARS RZEERE 


WAS IEA ER LE= RHEEOR, HLOR LO BBE (FRG 7 EM - 
する 。 DABEO tL ORFS SOMS UME Tt, HHA, Bie 
BEE LC BME 2 75 L, 題 微 鏡 的 の も の に 過 な い が , ¥ VOB & 


の は モン シン チチ エリ 石 , 方 解 石 叉 は ダ 〆 ェ ス ヴ ツ 石 を 件 ひ , それ ら の 間際 を 幸 め , 
LBW IROL LTRS So この も の は 大 き 約 1 畑 に 及び ,(001), 
(100) の 労 開 が 完全 で ある 。 
欧 雑 物 の 無い 乱 明 な 結晶 を 集め を 化 旭 分 析 し て 第 一 表 の 結果 を 得 た 。 
(分 析 者 前山 )。 
第 ー & 


I II 

SiO 2 50-50% 51-62% 
Fe 203 trace | ese 
Al203 OA tse aees 
CaO 48-08 48.38 
MgO 0:40 =| aeeeee 
H20 Cg. loss) O:45 | ee 

99-83% 100-00 % 


4 


1) AEE RIC TCIAROMK EBM ETE o 
ARCA PRE A : BA RRS IS 8 AB, 第 28 ACY = % 4A ),1 932. 


my :—[ Hh ESE 155 41 48, 第 20 GEEZ), 1934. 

同 pees. ok 同 第 25 HCE vy FF = Y AiY1934. 
同 gas C4 Jy Hk. EN Ml) Clad) 1934. 

同 pen call C4 Fy BE, ED) Cr = % 41984, 


本 202C14) a an) a 


PRK IL tk CaSiO, の 理論 値 で ある 。 
WE OME IC IB HAO, BROGN 7 G18 に 入れ て 補正 し , KOK 
時 を 得 た 。 
D88 
SST (FR) Bt OPME UR UO A Hv ン 中 に 大 る さ 0.5cm に 及ぶ 一 
DO Rin eM Ut. 2% V. Goldschmidt の 複 園 測 角 (A 型 ) う にょ より め 測 


第 = 表 
#4 fn TA et fit lees ail 
(hk1) p g | p ? | 
c(001) | 5° 247 | 90° -0’ | 5° 30’ | 90° OY 
ACTOOH MG ES eran 90° (0 90° 0” 


qCAAO |. 90°: 77 | 35°20 90°. 0’ aaa nse: 
p( 149). 4 ON OF 1 13°26 G08 Oa Nie aaa! 
KESA4L) |. 54° F424. 88° 45" | -50% ASE a 72 ay 
NC144) 4) 469. TT |= 7° 584 ALES 6: 
| 1544) | 54° 50’ |—46° 19” | 559 8’ | 47°. 10" | 


[ 


角 じ た 結果 は 第 二 表 の 通り で ある 。 落 に 閉 比 Lic abst Dana. に 依る 結 


Hn TE EK : 
a:b:c =1.053:1:0.968 
B= 9528380) 
を 用 ひ て 算出 し た も の で ある 。 


因みに 二 結 曲 に 就 い て 10 回 測定 の 下 均 値 と し て 
c (001) ハ a (100) = 84° 36’ 
211 PEOT 
B=95° 24’ 
EGS Ds 
BAN AO AME 5 DAAACOLLINC IBS SHAATIO 0, g は a (100) を 


1) Asya, HEE 41 48 HC pu A ae 7 189 FAIR. 


q 
; 
" 
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ARE LUC HE LKHRD ORM UK, 
上 上 表 中 op (140), « (344), 2 (144), v (544) の 4 面 は V. Goldschmidt 
及び Dana に 記載 の 無い 面 て ある 。 
lal (adit C Osea OFA BY C, 第 二 園 a) EAH 2 RR 
Fo RUC BT SEO’ UTBRABRMACH S- 


第 一 ila) 第 一 園 Cb) 
TEE PETE DRA Bo ACE PETE IR AT HE tit o 
ELSA L LC OMT & ET. SRR e LC OMT Z FT 6 


(破線 を 入れ た 面 は ¢ OBS & HF 0) 
し か し この 結晶 の 測 角 だ け で それ が な が 江 用 上 曲 系 に 属す る と は 確定 し 難い 。 
か へ つて 第 一 園 () に 見 る 如く ,q(340), p” (140) 等 の 現れ 方 か ら 考 へ る 
と , 三 絆 衣 素 に 局 す る も の で て な いか と 思 は れる 。 B. E. Warren & J. Biscoe 
t ld, XPRABOKERD 6, EEKGILERUARIC BS 6 LL, 淡 の 恒 敷 を 
BATH 2 
a=7.88A b=7.22A c=7-08A 
a=90 OW B=95° 16" 7=103" 25’ 
筆者 等 は , この Data か ら 必 か れる 軸 牽 a:b:c = 1.091:1:0.987 2, «, 
By. 7 に 含 致 する や ぅ に , この 結 品 を 記載 し て , RFK ER L, HERE 
た 。 


1) B. E. Warren and J. Biscoe ; Z. Krist. Bd. 80, 400 (1931) を 見 よ 。 


M(io) | 

(100) 

第 = Cb) | 

. 7“ 2 BS RA es 

に SAK L LO PPR eens 
CARICA S AIC LEME Bh AFD 


Roh es Sate 
eee C0019* C001)※ て 
“C100)※ C1009※ ; ee eC. 
140) (010) eae 
(340) = 110) Sy ea 
= (344) ea ests) 3 
(144) (011) 
: (445) (lil) 
ae SKE (2522 EBT 


HOT, MAM GOMR GE—ZD) は , 第 四 表 の 如く 書き 換 へ られ る 。 


3 結 品 面 BR 側 ffi ie EE 4 

3 ks Ch | Pa B54 i Ree: ¢ ; 

| Se “eCO01) | 5° 24’ 702 BAC Be OG" 16°26" \ CE 

, : 0 90° Of 0° 0 S28 

3 : a( 100) HOP =O" (69 S4" E00 0" 76° 26’ apes 2, 
S MC110)| 90° 7 131° 14’| 90? 131? 16’ 

ae {C011) 46> 7 | 174° 32] 44° 33 | 174° 297 

& YC111) | 54° 50 |—1470 7| 55° 21/ |—146° 07 

i me TOMA DLS - war 127° 497 |-51° 21. 1278 40% 

1) PEROMMMOMNIICARKORE BO Ko oe 

a abl »/ 1+ 2cosacosfcosy — cos? ¢— cos? B—cos27 a | 

3 a E a 

2 abe F2 a 

= San を COSG = 


Esin 0 - sin 8 
ee 
K2=b2c2h2sin2g¢-+a2c2k2sin28+4a2b212sin27 
_ —2a2bckl(cosx —cos B cos 7) — 2ab2clh(cosB — cosycosx) at 
—2abe2hk(cosy —cosacosB) ’ 


E22 を sin29— Ccosr —cosacosf) — st cosx — cosBcosy ) 


_ 之 は 管 て 余 の 導い た 式 に 片山 助手 の 協力 を 得 て 訂正 を 加 へ た も の で ある 。 こ 
れ ら の 式 を 用 ひ て 複 園 測 角 を 行 ふ a RE EA 
y Cb Bo CPR SED 


4 20618) ・ a hy RK SB it 272 


LNOEOMROMT MN <. SRR’ LTH 2 b HB DU HH 
(C70, LEPINE ¢ HONE O—Be 2H SHSORUEATSS TCHS. 

第 一 園 (b), 第 二 園 (b) hENTHCOMMA L=RAR EC し て 投影 し た 

も の で て ある 。 

IEP OR ATH Ct, MUN SRA OKA O, その 中 に 上 
に 記載 し た 以外 OTT SLOHA So ZHOU TR, EBMMR e 
、 基 に 追 つ て 報告 する こと に し た い 。 

終り 5 に 標本 を 恵 豊 され た 柴田 學 士 の 厚意 を 認 す 。 

31. AREER 朝鮮 訪 辰 山 産 ジ ルコ ン 結 品 。 

BN ORLA SEE RAD ABE IO Sov a ン に 就 い て は , BER HE BE a 32 4B 
(第 486 頁 , 1925) に 記載 が ある 。 そ れ に 従 へ ば , この ジル ュ コン は BANE 
岩 中 方 曹達 石 雲母 と 共に , ペグ マタ イト 様 に 産出 する 。 色 は 紅 妨 色 で て , 表面 
に 紅 彩 を 時 する も の が ある 。 KSEE KR ぶ も の も ある が だ , WHILE BE 
の 6 

測 角 の 結果 次 の 諸 面 を 認 む 。 

p C111) 
v (221) 
u (381) 

この うぅ も ち P 面 が 優越 する の で て , 結晶 は 「 八 面 鏡 」 式 て ,v 面 が それ に 添加 る 
MTHS EBL UMA < URLBO THITHS. ZIAHCHS, 
m (110) 面 は 全く 鉄 け て ゐる こと が 多く , それ らし いも の が ある 場合 も や 
Ik © AUBR eFC CT HARENS Al © MEU. ATT IL— ABC BFS BR UD & O BAEO 
BRRN~TE 6 

この 結晶 の 面 の 組合 せ は 

(1) p(111) の み の も の 


his Be 1 RE 7 0 ay HG 


究 x xX 本 207019) 


(2) pC11L) と v(221 う の も の 
(38) DLE CHLY v (221): & (331) 
を 併せ 有する も の 
の 三種 ある 。 (第 ユー3 賠 参 照 )C1 う と (2) 
(LHD THT H Bo 
LOD 5 IK Fv av OHTA IL GEDA 
CBLSHRTOKWS, ノー ルッ ウニ エー 其 
の 他 に 於 て は , BANKAI POT EA 
現 は れる こと が 報告 され て ゐる こと は 注 
意 す べき で ある 。( 例 , W. C. Brogger ; Die 
Mineralien der Syenitpeg matitgange u. 
s. w. Leipzig 1890, 105 貢 以 下 を 見 よう)。 
この 材料 は 伊藤 助教 授 が 大 正 十 三 年 探 
集 さ れ た も の で ある 。 
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be Bab MEOMREAUEDER : : 
Aas i FE ae ! 
7 目 次 | 
1. 緒 B 
2 KORUAKA EME OD HI 
3. HAR ACH SA HB DBO ACT 2 SE 


4. Bal AERC BAR GE 
a 昭和 7 年 12 OV MMR 
b 昭和 8 年 2 月 の 活動 称 況 
5. 火山 活動 と 地震 
6. WFO t AML OBI 
7 WH 物 
bk Wh I 
d me A UT 


CO SS 
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化 
ia 


xs 


I. # a 
昭和 4 EDI L < PERRO te 2 ImgRK lid, 昭和 7 年 12 月 及び 昭和 
8 4A 2 AICHS TC, ERAGE SKIT 0. Aid HESS SO BOW 
RRO MA 2 HL Oh, 昭和 8 年 9 LHI Oo EAB AEIES A 
間 に し て , COMICAL te SEAL THERA LT 
AIG AT BITE O, AUR te % MURAI © L GEREN BEE 
謝意 を 表す 。 向 調査 に 先 だ も 種々 な る 御 注 意 を 賜 は 0, 御 便宜 を WAG 
た る 松本 教授 , IOC HUBRALRRE RL 6 te LIAM & BEBE, BREEN OE 
ARO ATL 6 te LARA LDU ATBLME ONC HUF CRE OME 
を 表す 。 
Il. 火口 及び 火口 丘 附 近 の 地形 E 
MRE EOD, 現今 活動 の 中 心 な る 中 苗 中 央 火口 所 は , MEAL HBA 3 
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PMOK D FORA L CORALS ZOILT, その 火口 は 南北 約 1 km 
東西 200~400m に 達せ 0。 LT AR ABT Bl KB HY BR ERI UT EE I 1 
FIT ROARED BOK LW RE IS HSC Id, 共に 本 火口 を 路 四 つ 


火口 附近 の 地形 及び 燈 岩 の 投 出 葉 域 

の 部 分 に 分 ち , 北 よ め 順 次 に 第 一 , 第 二 , 第 三 , PUAN ABM Ut L, B 
(BOK ORBITER SN KOI, 第 六 , 第 七 , BK OS HR tt 
Do A PRALOmstkAhO AaB KOCH, BAB ROK 
MBE oO, 更に 同 賜 士 の 呼ぶ 中 火口 は 第 三 火口 に , WAKO BOLD CH 
MEO, 叉 伊木 硬 士 の 呼ぶ 第 一 火口 は 明治 州 二 年 党 時 に 於 て は 連 績 せる 一 
DOK O UD, SEA 22K ROBE NE KE © 2 BI DHE せら れ た る 
を る も つて , ALORS KA it, 第 一 及び 第 二 火 口 と な れ め 。 従 つ て 第 
を 第 三 と , 第 三 を 第 四 と 呼ぶ に 至れ め 。 HK’ 今後 これ 等 京 大 火山 研究 
Pi, HEAT LUO) HAITI WS CEA BB BPI GE SE EEO 。 

昭和 7 年 12 ACK, PBA 8 年 2 月 に 第 二 火 口 及び 第 一 火 唱 活動 せ 


UN 
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る も の な る が , KKOMAY 4 diAI 8 年 9 A LW UT, Webel cle, 
ORM MMOR ARS DIR BIN 6 AES も, BABES ARIE BC 
JK RO TARE AF MEAS BEAR Ao . 

oR OK MLM UT, 直筆 約 350m な め 。 鍵 内 は 西 壁 に 沿 
り ひ 北 忌 よ り 第 二 火 口 に 達する 幅 約 80m S—-DOMD 0, 本 柳 の 東 弧 は 現 
fe Be OK FICHE UTA IRL, この 部 分 に 於 て Br Ait 
bio. 筆者 は 西側 火口 息 上 よめ り 長き さ 70m の nmー プ を か 垂 し , 本 杉 迄 の 深き 
を 測定 し た る に 約 95m と 推定 せら れ た り 。 KAMAAME OSI EPA 
低く 火 日 盆 の 藤 分 束 部 に 偏在 し , その 周 線 は 噴出 火山 族 及 OK Mes RO HE 
積 に 依り て 漏斗 欺 を 旦 せ 0。 KALONMA KOE & Ok ORM eB 
せら る ・ ゝ も 確か な ら ず 。 

ware 12, % DEL HIBOO m に し て 東部 は 抄 主 を も つて 園 ま れ , 北 部 は 
火山 大 の 隔壁 に て 第 一 火口 と 境 し , BIA ACK FAIR OUEEE EKO, BSI 
A 2 MBB BO THEN Oo ARISES BA DHE AUR GD > He 
LAH E OK DRED BORE Lo 本 火口 は 本 年 2 月 に 於 て は 大 活動 
ATU Lb, 筆者 の 踏査 せ し 党 時 は 火 孔 は 茎 に 火山 旅 に 依り 充 挫 せら れ , そ 
の 部 分 に 凹 了 地 を 形成 せ 0 o ARHPILM He BE O T fal ROMA KO 
WAFL 72k U, 此 等 より 白色 の 噴煙 を 認め た め 。 

第 三 火 口 は , その 深 さ 火口 線 よ り 約 50m に し て 比較 的 漢 く , ae 
PERIL MCRD LO SWI OWE HE CAR S EBR OMAR DS BEL Oo 第 二 火 
FL OER DALBBABRS OMRILD 0 CHUL Y o 

第 四 火 口 は, 昭和 4 SERED LACUS UC SAIC CBE ORF 
ICS A, KER OR 3 AHA REL OO 130m な め 。 本 火口 は を その 周 園 
に 更に 第 五 , 第 六 , 第 七 , 第 人 の 四 つ の 火口 を 続 ら し , MOKA Ola I 
D BIBI, LON BK LHS BA KOK IOP L BEL 3 2; 


3 
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UO EB Ts FN, 第 八 火 口 と は 何れ も 懸 岩 を も つて 境 せ め 。 

BAKA it, 第 四 火 口 の 東部 に 位 せ る も の に し て , その 西 生 を 第 四 火 品 
に よう 破 壌 せら れ た る た め , HBR, BSMMe BLL, BOK 
StL, MARIN RRO 。 

第 六 火 口 は , PML B= LORMKFELSD EOI LT, COAKRIASU 
< BEBRAIAI Yt 6 tr, OMB ia SOO FISK © AREY G th, 懸 崖 を も つて 第 
DOK AMARC RO g ASK BREAK IL EE 3 + BOK BEE Tek LR 
麻 中 に 介在 せめ 。 

Btka i, 第 四 火 口 の 西部 に 大 正 9 年 に 形成 せら れ た る も の に し て , 
HORA 5G Eh DAKO OIA 2S, 第 四 及 び 策 六 と 火山 放 隔 壁 に 依り 境 し , 
LEIA UCB 2S L, RB PU THE SS, AK PRE ICHAT 
BF SK 20m FARR A O-KIUWK RAS PIC PRME DS RBOK Oo 

BAKA は , 第 四 火 口 の 西南 部 に 位 し , HRRADBE < , 東御 部 は 第 四 火 日 に 
依り 切り 取ら 5 られ, IA A AK Ic Ra O 5 

ADEMROMR 。 本 火口 丘 は 東部 に PSL, BABB ICI 皿 山 ORK 
を 続 ら し , 更 に 西部 に は 火口 丘 に 下行 な る 延長 を 有する MICO MIRE 
64, 中 岳 外 輪 山 及び 皿 山 と 本 火口 丘 と の 間 に は 所 調 砂 千里 と 稀 す る 古 坦 
な る 火口 原 を 形成 せり 0。 KOE Wt ORC CHF ARS -—OOMM 
生じ , COR 6 OCW FICE Oo ASHE HAG 31 年 の 伊 
ARS [ER A: Oa SERS ABA BS & ACR LA SABI UT, 党 時 は 前 AED Hie 


. 部 は 南北 に 延長 せる 垂直 北岸 に し て , KOM Be Lin < BE’, 現今 


は 其 の 後 の 火 山原 その他 の 噴出 物 に 依り 埋め られ , NEO HEA REIS RR 
Be bOCHIMAG 0, 火口 丘 側 は 何れ も 20° 前後 の 角度 を も ゃ つて 傾斜 せ 
SD, EOKDHE—OD KA LMOKA EDERVSRNC WT 特に 高 ま 


1) 松本 教授 に 依る 
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29, KWRAE O GSKA LANE AHA O BSE 4B A Oo 
IV. MARAT FORHDRUKAANOBE 

SUREICIRS tute B MGEA UO WHS, 6 AMFOMCIS O, HORM 
治 の 初 年 に 至る REI BNS LOOACTS 60 回 の 多き に 達せ 98 K 
れ ど る も 地質 息 者 に 依り 科 由 的 に 踏査 研究 され た る は , 明治 31~32 年 に 互 る 
伊木 陳 士 の 調査 を 以 て 始め と す 。 同 壇 士 の 調査 前 に 於 ける 明治 時 代 の 活動 
id, 明治 17 年 3~4 月 及び 明治 27 年 3 月 の 大 活動 に し て 裳 時 の 記 鉄 より 伊 
木 境 士 の 推定 せる 所 に 依 れ ば , 略 現 在 の 第 一 火口 (伊木 陣 証 の 第 一 火口 ) は 
明治 17 年 3~4 月 褒 叶 に 於 て 成 生 せら れ た る も の ・ ゝ 如 し と 言 へ 9。 HOR 
同 博士 の 調査 党 時 明治 31~32 年 頃 に 於 て も 略 現 在 の 第 一 火口 ( 筑 一 火口 A 
第 二 火 日 (第 一 火口 B) が 活動 を 病 け た る も の ・ ゝ 如 し 。 明治 39~40 年 の 間 
は 第 四 火 多 ア トリ ォ の 一 部 が 活動 し , 大 正 年 間 及び それ 以後 は BOK AB 
BVO, CLICKED 年 頃 に は 第 七 火 口 を 形成 する に 至れ 0 。 昭和 2 年 
4 月 に 於 て は 第 四 火 日 活動 せ 0 。 筆者 は 昭和 2 年 4 ARNEL UC BIE 
EBA LIE SUL SD, 党 時 に 於 て は 第 一 火 日 は 水 を た ヽ ゝ へ, BOK 
ILA OVID IS BMOWUATL 2 4E U, 白 煙 を 噴出 中 な りき 。 冥 に 昭和 3 年 
9~12 月 , 昭和 4 年 1 月 に 下り , TIC SOK Mise Oo 本 期 活動 の 調査 
報 六 は 既に 田中 伴 息 士 に 依り 報告 せら れ た る 所 な る が , 筆者 も BM 偶々 冬 
期 休 暇 を 利用 し て 生 國 豊後 に 謗 省 中 な り し を も つて , 昭和 4 年 1 月 5 AS 
山 し , EEO ADO MBI NM OPM AT 0 RE NDA 
口 孔 より は 鳴動 を 促 ひ て 猛烈 に 噴煙 中 な め し が , 第 一 及び BEI UL WER, 
孔 よ め 百 煙 を 上 昇 せ る の み 。 然 る に 今期 の 活動 は 明治 時 代 の 火口 に 再び 
OT, 第 一 , BOK DCR CKRHLTA Oo ZK し て 第 四 火 口 は 現今 に 


1) 伊木 常 誠 , HE RG MESS SHER 
2) BP A => A Gy RR ERE 1, 5. p215~222. 
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BS TILA BRD CRE ORK AIRC SN, 僅か に 水蒸気 を 昇 騰 せる の み 。 
向 筆 者 の 踏査 党 時 九 月 に 於 て は 筑 二 火口 孔 は 既に 充 挫 せら れ て 噴 築 孔 よ め 
EDIE SRO BO. B-KADA 鳴動 を 件 ひび ひ , KAGE O 赤熱 スコ 


WAN 726.12 月 17 日 午後 10 時 30 HHP —ACCIME & 9 98 
一 火口 内 部 を 望む (宮地 町 村上 導 治 兵 撮影 
リ 』 ェ エト 共に 火山 族 , 瓦 匠 を 噴出 せ 09。 ス コリ エ は 火 日 孔 上 . 敷 十 米 の 高 さ に 
達し , HACK TARE MEARE PBS i Eb, 座間 に 観 祭 す る 時 は 赤色 
eB L, 花火 の 如き 美観 を 現 出 せり 。 
IV. 活 動 KR 
昭和 7 年 12 月 及び 昭和 8 年 2 月 の 雨期 に 於 ける 活動 状況 を 最も 詳細 に 
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BEE A LIRA RETA CL RMIT mae UT, B+ O 観察 記事 を 
鬼 逃 すれ ば 次 の 如 し 。 | 
a. 昭和 7 年 12 月 の 活動 誠 況 

昭和 7 年 9 月 4 日 に 第 一 火口 内 北西 隅 の 火 孔 活動 を 開始 し , 鳴動 を 起 し 


第 


ll 


RR SS 
(宮地 町 村上 其 治 捧 撮影 


THEA NLA IR MES © 。 同 年 11 月 19 BK IR Ty BK REE OME 
Hine KS CH L, 同月 25 日 朝 第 一 火口 内 の 路 DAB IC LK DAR OT 
Dae A TBR A € 760,12 月 17~19 日 に は 2~3m OPMOM EG He 
3 200~300 m, 水 下 距離 200~300 m O-K DIN POH ULAR HORI 
ELKO. (oA A 208 FOB HEH, 昭和 8 年 1 月 下旬 に 一 
度 活動 を 回 復 せ し も , 2 月 上 旬 終 り 迄 其 活動 を 減じ た り 。 


1) AWE) SAR OEKE 402 WE p. 1804182 


ind 


a se MES LRORBRR pies 
第 一 火口 は 昭和 8 年 1 月頃 よ 0 BOR AUC L,2 IU BLE 
西 線 部 に 新 火 孔 を 生じ て , BUR GORD 4 10m BOW BEALS E 
け , 同 月 15 日 同 孔 黒 煙 を 噴き 始め 同 22 日 同 火 唱 中 基部 の IE BPI 
ALU, 同 24 BREUER L,2~3 BOWEL ro eo eye 
tHe し , ZOMBIE L KXOAPAMBINE iS 300~400 m, ZHI 
300~400m RHEE Oo MOBEMIA ARIE (18 0 1b REBOOT 
HR LO: OU BEAE 2 ACSIICI L25-~27 AC IRTLABE~T mPFS0Sm 
——HRESIReICAL & 0 7A7EREHE 500~600 m DAWEH, Lm KOSRAMEEIBIL 

1,200 m DHEIBELC HLA © 5 WEAEDBE St 1000m ZAFIRA T BBE 

7 天久 を 促 へ 0。 27 ERRATIC AEC 750 RO RERELRC RRM AIS 
a 9。 DBABI AN OW HILAHA Ei LIBD te O | さき Ae 
ARABI 2 28 eB EL. HK NOBEL pi tea 6 Cae a 
OM SERMONS LEE. MILAN AR A OMB 
1D LO TAKANOML 0 HEH 20 RRO IATOMPEEEADD SOO 
AD, LOWMARIEOI Ste BL, HARE OLD ERED 
Z OVA ARB UT Fe | EKA LT, MOREE TROD 
pees Poe L UCL OAS Lb tt Oo : 
TREE IED & OMRANIUBEL, 2 7) 24 25 NTA RE OME 
の み を 多く 見 た り し が , 28 日 に は 爆 理 連 績 し て 黒 灰 煙 に 混 じ て ROME 
片 を 火口 府 よ り 200~300 m OF SEPM Oo 同日 に 於 て は 活動 力 は 第 
一 火口 と 値 促し た めし が , 三 月 一 日 に 至り て は 洋 か に 第 二 火 日 を 凌ぎ , 第 ご 

4 eg SP TRE Tt). 

| RIK LOMB, COMERONY 7. & > MHD Tv 
a OME: ERI MURE & LTH O IBA MIRE L UCAG AE OE) 


4 
con 
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の 他 に 第 一 火口 は 演 々 た る 黒 族 煙 の 中 に 火口 底 よ め 200~300m の 高 さ に 
eee twa CEs BY LILO, P-KAODBH Nie 3 A 3 Asch 
BAIRD Lb,3 04 BIC O CRIES, 5 日 以後 は IBA © APRIL 
DARMICIER © NBC LOD BSH) BRBICBAK Oo 3 月 9 日 午後 4 時 
ー 回 , BK OEREY Oo (未完 ) 


カナ ダグ ダ 及 び シ ベリ ヤ の 人 金 産 2) 
mat: JE BK AB 
東部 カナ 人 ダ の 人 金 産 
こ ゝ に ヵ ナ ダ の 東部 と 成す は , 主 と し て Quebec, Ontario MINKE UT, 

その 人 金 産 は 最近 約 20 年 以来 に 過ぎ ざれ ども , 今や 一 年 270 万 オン マス に . 達 し 
THF FAABO 9 割 近 く , ARADO HI be 占め つ ゝ あり 。 LOM— 
層 東 方 に ある Nova Scotia の 生島 も る, 長き 金 産 の 歴史 を 有 す れ ども , そ の 年 
産 今や 敷 百 オ シス の 少量 に 過ぎ ず 。 

Ontario 州 の 最も 主 な る 金 産地 は , その 東 隣 Oeubec に 近く , Sudbury の 
北方 140 a0) Porcupine 地方 と , OBE Hy 65 MEO Kirkland Lake 地方 
と に し て , RHLTORBE Quebec JD Rouyn 地方 に 及び , 同 州 最大 の 金 
産地 る 形成 す 。 

この 一 整形 成す る は , EL し て Keewatin 2 KE k O BM UK SRK 
GH AIA TT, BAZ ARES Temiskaming Migs, Bas, es, 
ABC CBB 6S. LRGAEORORAILD » & AlgomansU ERY 
岩 類 に 園 ま れ て , BMAD “roof pendant” を 成 し , TV EOBRICBM る 。 
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以上 の ぅ も , Porcupine 地方 の も の は , AL LT Keewatin ete Hw, 
SBE IC Ba Deut SACL L, FROM AIR & OM O, Z <I EE 
HERE 8, MBIA BIEL & Bhs, BS HEBTK, PES 3000 米 を 超え 
IES 4~30-KCMS, IRE EL LT 石英 及び 種々 の FORTEMIIC UT, 
HN, HLA, KOA, POLO, > ORE, EB, FRR 
A, LH LS ROME LU PIBMC AECL 6, ZO MBIABEE & L 
CHAN 6S, Blk 1 wT HCH 10 万 分 の 1.2) 乃至 それ 以上 に て , MIZE 
PELIRB LS. HHI S Hollinger 金山 及び McIntyre 金山 は これ に 局 
L, 1910 年 乃 友 1932 年 に 至る その 産 額 そ れ ぞ れ 1 億 7959 高 小 及び 5525 万 
HIS LC, 1932 年 度 の み に て , 前 者 は 1036 WB, 後者 は 542 WIR O 6 

Dome 金山 また それ ら の 東方 約 2.5 MITEL, CHE KARE ILD MH 
た る Keewatin 片岩 及び TemiskAming 居 群 を 貫 ね ぬき , 不 規 則 彫 培 基 を 成せ る 
ULAR E LL, 始め は 長き 900 米 , 幅 300 米 に 下り , 露天 掘 に より て HRM 
せら れ た れ ど も , 今 や 最深 3000 KITE LC UE LED BE IR. Ae JL, 1910 年 以 
48 Oia BEAR 5493 77 HB, 1932 年 の み に て も 404 Wh (TIES, Kirkland Lake 
EUR & 76 APA HAUT, (E SRP Ke SH HIB} 2 WET Keewa- 
tin ELT) Temiskaming BY, 砂岩 の 一 帯 に 局 し , その うぅ ち 西 部 75 mpd 
Ontario に , 東部 125 mbit Quebec ITB. Kirkland は その うぅ ち 西 部 の 中 
頃 に 属し , 主として 奏 岩 , 硬 砂岩 等 が , 内 長 斑 岩 に 旨 か れ た る 部 分 に あり め , ii 
脈 は 東西 約 2 BIZ O, DGC SHAG SAMI 5 TEBE, 
深 さ 最大 5400 米 を 超え , Kirkland Lake, Teck-Hughes, Lake Shore, Wright- 
Hargreaves, Sylvanite 等 の 諸 金 山西 より 東 に 配列 す 。 WHR IL EDV HIL% 
の 硫化 物 を 含み , テル ル を 含む も の も あめ の, MALE L LTHRRO RAR 
WAI UT, BEEIA—ABIBEEME L, BRE LUCERNE S る 。 


本 218(30) «2 AR RR 
EES W 1932 年 度 1913~1932 
Kirkland Lake 52 玉 A097 
Tech-Hughes 586 3635 
Lake Shore 126 5362 
Wright Hargreaves 535 2176 
Sylvanite 83 438 
i そ eee) 3238 12547 


ADEA ORES 1911 年 に 逆 れ ども , IC SHE PUMA Sd 1915 年 以後 
I UL, その 最近 の 産 額 並 に 従来 の 線 産 額 は 第 二 表 の 如 し 。 
Quebec 剤 金山 帯 も る また 此 金 山 幣 の 東部 延 線上 に あり , 地質 は 主として 種 
々 の 火山 岩 類 及び その MNCBEA LIB PURE L, それ ら の Hh BRIE 
REA Lic OTEWE, BIRDIRE, BEE, 関 長 岩 等 よめ 成り , ORBLE 2 UTZ 
1.6 OI ME ICIE 6, He OA Ze Bia 6 BERL AEIE LC HN 2 SE 
WED vv ARES UT, % OMB CARO CHOBITS EA, ZHI 
多量 の 人 金 を 含有 し , Norand (Horne) #8 Oa 3 lk 4 OMEAKOM Lo 
| ein Cas sinks re y SS oe es 


1931 | 765,544 | 6286 253,363 | 558,801 
1932 | 918,567 301 341,350 | 619,597 


HRAY+ZOSE 
西部 み ナ ダ は 主として Yukon, British Columbia Oj UT, FZ 
HEBRON BA Es EECA HF 2 DASE PEMA NL O oD 5 Yukon 
の 人 金 産 は , 主として 砂金 に し て , 特に 1896 年 , Klondike OBR 4B RK4E AIA 
年 々 1000 THB LOS iE L, 1898 年 乃至 1905 年 に は , その 額 筑 三 表 の 
如く , PEQILS 1400 Wipe 0, 


British Columbia の 人 金 も 始 め は 主として 砂金 に し て , 1859 年 乃至 1881 年 


に は その 額 年 々 100 73 HBA, 1863~65 年 に は 300 TFB SREB 


NE 


i 
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オン シス 
1898 483,750 10,000,000 
1899 774,000 16,000,000 
1900 1,077,553 22,275,000 
1901 870,750 18,000,000 
1902 701,437 14,500,000 
1903 592,594 12,250,000 
1904 507,938 10,500,000 
1905 381,001 7,876,000 
Ga ee nem ee 111,401,000 


2D, 1895 年 以後 の 産 金 は , EL UCSMMKROSHIRKORICBL, 中 に も 


: 最も 重要 な る は Rossland, Premier SDH 金山 と す 。 


Rossland BU 2 RAN BE ICSE < » 花 賠 岩 に 費 ぬ ね かれ た る モン ゲニ = RO 
BA a Omar cB SACI IS UC, RG IEE & UT, SESE US 
Ree UC, itl, BIS SOR, Bk GOES 2 EA, WRG It BRA 
等 の 外 に , MER, MIRA, BRE, ERG eR, 金 10 分 の 1.5 乃至 8 
銀 10 万 分 3, 銅 0.5 乃至 Z06CRAT o SOB 1891 に 遡 れ ど , 製 錬 を 
開始 せる は 1896 年 に し て , AAR 1928 年 魔 山 に 至る まで に , 金 286.7 Ht ン 
ス え 約 5 FBI, 銀 3600 万 4 ンス ぇ , Hi) 11800 BEBE 2 FEMA Oo 

Premier H(t 7 > ~ ヵ 國 境 に 近く ,1911 FLIED PBI D s 0, 1922~ 
1928 年 に は 金 弧 計 880 高 オ ンス 約 1750 HB, SRM ET 2450 万 4 シス を 産 し た 
Bb, その 後 品位 の 低下 に よめ て 産 額 を 減じ , 1932 年 に は 金 7.9 萬 オ ンス , 
銀 68.0 ft > ンス を 産出 せる に 過ぎ ず 。 AMIS 7 OK PEE A 6 — 
大 花山 岩 帯 の 導線 に 近く , 花彫 周 終 蕎 岩 脈 に 費 ね か れ た る PRAM O BER 
岩石 中 , COMBA LCA ADRIRIK UT, WRAL, BE KEA, tk 
泥 石 , 絹 雲 母 等 を 主 と し, HRA t OMAOIMBFPR IK KISSES, Da oak, 


pW, VISMOE, AINE, =U > + > 4, BRO, 硫 実 銀 鉛 錠 , PRALSRMEE ISL 


て , BRAG & し て 黄銅 確 , SIGE, BRSRAE FRE Oo 
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phar ORE 

中 部 カナ ダ の 三 州 中 , Saskatchewan 州 は その 金 産 殆 ん ど 見 る べき も の 
な く , Alberta に て は 1887 AED 1932 年 まで に 僅か に 32 HIROMI 
せる に 過ぎ ず 。Manitoba ji] も 最近 まで は 全く 人 金 を 産 せ ざり し が , CORB 
Ontario JA WOR RUA, COME ELKA < OMEROKEA 2H, 19 
17 FURBAMOBW SIH Strick, その 産 金 の 見 る べき も の は , 1928 
年 Winneipeg 湖南 端 部 東岸 の Flin Flon 念 山 の 製 錬 開始 以後 に し て , 1932 
年 に は その 産 金 約 83 HB Tv AIH, Manitoba 本州 と し て は 12.2 萬 オン 
AILS 500 高 園 に は 達し, カナ ダ タダ 各州 中 第 四 位 を 占 む る に 至れ り 。 こ れ ま た 
Quebec, Ontario AAD & D & EO HIB L, 今後 な ほこ の 方 面 の 金 産 
に は , BRU SAAD O と 想像 し 得 べ し 。 

YC) POZE 

シベ リャ の 金 産 に 就 て は , TLR t OMINE Le B Pate RES &, Mineral 
Industry 誌 等 の 推定 する 所 に よれ ば , 1929 年 に は 約 2067 FABIA S © 
し も の が , 1930 年 に は 296 ま 7 HB ALIF L, 1931 年 に は 3516 FIG, 1932 年 に は 
REG ¢ 4114 FIRB IAA ABACK K る) に 達し , 3 ERIO 2 EBA GER - 
の 最高 記録 た る 1913 LIAO Bo ov BBO SRK BFL SDM し 。 
これ 主として 産業 5 ヶ年 計 割 に よめ , MOM SB MEP Ld, また 
混 来 製 錬 所 を 開き て , 金 産 の 増加 を 計り た る 結果 に し て , その 大 部 分 は 今 な 
(ZED RIMS, 特に 大 金山 の 胡 見 せら れ た る を 聞か ざれ ども , PPR 
の 如 伺 に より , カナ ダ 東 部 に 見 ら る ヽ 各 き 新 金 産地 の 疲 見 の Ls Lb 
な か ら ず 。 

これ ら の 人 金 産地 に 開 し て は , 1909 年 既に W. A. ObrutchewseOiERADRE 


表 あ のり, 叉 その 概要 は Ahlburg 氏 に よめ て 湯 交 に て 紹介 せら る 。 これ ら に 
1) W. Obrutschew, Geologie v. Sibrien, Berlin, 1926 
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よれ ば , Siberia Dep AMS 1d PARAL AE LTDA we BAA HERD, EIT 
基 性 火山 岩 (Siberian trap) (CHR ACEC BEBE 6 tute SHRM UT, 
% OMATBBOA, Sajan, Altai, Changai ($13) Jablonoi, Stanowoi 第 の 


U1 4e sea S WR DE RAICA A & OS MetwAR L, Kirgis, Tien-schan 
| を 連 ぬ る 石 淡 , 二 幅 紀 を 含む 隆起 問 と に より て 二 重 に 園 ま れ , HORS 
有 | Lena 洒 以 束 は 中 生 居 , 西 部 即ち Obi 河 流 域 は 新生 代 誠 に 被覆 せら る 。 
| 全 の 産地 は 主として 前 記 の 二 條 の 隆起 問 に 属し, Ahlburg 氏 は 除 園 【~27 
| に 揚 ぐ る 金 産地 帯 を 敷 へ , を 次 の 各地 方 に 隔 分 せめ 。 


(1) Kirgis Steppe ( 附 園 1) ーー………… ……Kirgis 金 産地 
。 (2) 南部 Altai 地方 ( 同 2~3) ………… 
(3) 北部 及び 中 部 Altai 地方 ( 同 5~6)…… | Altai 金 産地 
(4) Kusnetzky Alatau (4,7 及び 9 の 一 部 ) 
(5) Sajan 山地 (8,10,11;14 及び 9 の 一 部 ) ・ | 
Jenissei 4> gE HH 
(6) Jenissei 地方 (12~13) -+--.- eee eee ee f 
: (7) Lena 地方 (16117) | 
Lena 4s 7E Hb 
(8) Baikal fy) (15,18,19,20)--+..--+00-- J 
(9) 東部 Transbaikal 地方 (21~22)……… | 
(10) Amur 地方 (23~25,26 の 一 部 )……… Amur 人 金 産 地 
(11) Coast Provinces (26 の 一 部 及 27)……… | 
Ii UTC, 常時 1905) 最も 多量 の 金 を 産 せ る は , Lena 川 流域 の Witim 


地方 (453 Pud) に し て , Amur 地方 (360 Pud) これ に 亜 ぎ , 東部 デバ イィ 
A with ABP Nertschinsky (103-5 Pud) [HEC Au HT Oo 
然るに その 後 Jakut HYD PAREKH He OO, 特に 1923 ~26 年 頃 に は , Aldan 


1) 1 Pud=40 Rus. Pound= 40x 96 Solotnik = 16,581 kg. 1 Solotnik = 2,6042gr. 


i wuss 


* 9 | es ey ~~ ao 
Das « te a = yn ¥ ee “et: ay を bey oy Tay, Xr FR ak a 
jon, ee ie ae Le: Py ax fi ‘ 
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IO) EVO BE L ¢,1924~5 の 1 年 度 に は 583 Pud, 1925~6 4B 
ELC} 500 Pad を 産 し , Li} KATH Polutoff 氏 の 記載 あり, 氏 の 記載 せこ 
: AAEM A Ze avel= THEO KIC IG ORM BO Reutow- 
sky OIRO IWR, IE 8 4F ABRIL 邦 語 斉 に よ ょ つて 紹介 せら れ , 
: 最近 原口 刀 高 諾 は , 特に Lena 河 以 東 に 於 ける 金 産 地 に 開 し て 記載 せ 0。 
炊 に 陣 か これ ら の 文献 の 紹介 を 主として , シベ リャ に 於 ける 主要 金 産地 
を 一 覧 し よう 。 
: 第 = i 
ES 
Ges ef = 
: Lea a = eS 


Ahlburg 氏 に よ ょ る Siberia 人 金 産 地 地 質 概 園 
A 始原 代 乃 至 原 生 代 P SCRA AA Ame T 基 性 火山 岩 
D yemat C Abed M 中 生 層 q9 Bele 
1~27 Ahlburg ic k 4 fEW, a~e Polutoff 氏 に ょ る 金 産 地 


1) N. Polutoff, Zeit. f. prakt. Geol, Jahrg. 39, 1931, 121~125. 
2) W. Reutowsky 原著 , Fh Be SH wikik PY Le Fill AEE We Ee BS — AB 
3) JAM ILB, ABT IIE, 9 80 BE 59~67 頁 ( 昭 和 8 年 ) 


; wes 
wre onlin RA Ail jy Sp Jerk ote 


a) 288 re { 


+ 
4 
+ 
& 
= 


Kirgis & == 地 

Koktschetaw 市 の 南東 60 km OPPUEIAIEL, Ki — 4 ov a 2 RAO 
北端 を 代表 す 。 こ の 一 帯 は 主 と し て HERA, WR ASI Bab iote oI 
eee & OO, PILE L UCHR REDS & UTHL, 1895~1901 . 


| 年 頃 に は “年 1 ユン 21 Pud を 産 せ る も , を その後 の 産出 極 て 少な し 。 


Altai 金 産 tb 

南部 Altai BN % Irtysch 河 の 上 流 と , 中 部 Altai 即ち Tom 河上 流 の 西 骨 
| 東部 Altai 即 も Kuznetzky Alatau の 三 部 に 分 る 。 et 
fi Altai 金 産地 は , 主 と し て Kalbinsky 山地 爾 側 に 位 し , 1895~1901 年 頃 
に は 年 々 約 30 Pud の 砂金 を 産 せ る も ,1905~7 に は 棄 8.5~13.5 Pud に 減 こ 
じ , 今 は 殆 ん ど 取 り 吉 さ れ た め 。 この 外 多 少 の 金山 を 有 し , Udaly 金山 の 如 
き は 1907 年 度 16 Pud (260 kg) の 金 を 産 せ る 記録 あり 。 

東部 Altai Bl Kuznetzky Alatau は Tomsk の 南方 , Tom, Jenissei jij 
河 の 中 間 に 位 し , 南部 は 海兵 2300m に 達する 山地 を 成せ どる も, 北部 は 1200 
へ ~1500 m の 高原 に し て , Ek UTE IRAE BD tts ES 片 
YK & OKO, Ht Minussinsk, 西 は Kuznetz Qi Ove AE Jy E AACE 
PREY 6S, 

この うち 最 も 多く の 人 金 を 産 せ る は , その 北部 を 北 流し , Marinsk を 経て 
Tom 河 に 注ぐ Kija 河 流域 の 砂金 に し て , 1832 年 以 來 , 1909 年 に 至る まで 
2556 Pud, 即 も 約 42000 kg (概算 5000 FHLB] HEL, この 外山 地 の 西 側 に 
ある Tom 河本 流域 に 於 て , 1906 年 まで に 約 1500 Pud, Tom jaf Kij 河間 の 
Joja 河 に て 約 400 Pud 等 , 線 計 約 5,000 Pud, 80,000 kg の 砂金 を 産 せ る も , 現 
世紀 に 至り て は 何れ も その 産 額 を 減じ , 金 は 却 つ て この 山脈 の 中 軸 に 沿う 
て て 配列 する 多 環 の 金山 より 産 す る に 至り , lwonitzky の Spektralyn 人 金山 の 
加 き その 最も 有名 な る も の と す 。 
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JeniSsei @ # Ht 
その 上 流 の Sajan (He Cita] 8~11) &, 中 流 即 ち Angara, Jenissei, 
Tunguske = jo) Of ts (Pith 12~13) と に 分 れ , 前 者 は 1830 年 代 よ め 
知ら れ , 1850~70 URI Db, TO Rite L, 1890 年 に は 66 Pud, 
1900 年 に は 54 Pud, 1905 年 に は 24 Pud, 1907 年 に は 15 Pud に 減ずる に 至 

れ め り 。 そ の 大 部 分 は 砂金 に し て , 既往 に 於 ける 主 な る 産地 炊 の 如 し 。 
南 Abakan 山脈 Kysass 河 1860~1902 年 1108.5 Pud 
Uss 河東 北方 Ssistikem jay 1830~1893 508.0 Pud 
東 Minussinsk 地方 1830~1883 1300.0 Pud 
Krasnojarsk 地方 , Kan 地方 1890 年 以後 不明 
Birjussa 地方 (Nischng Udinsk) 1838~1845 654.0 Pud 
1907 に は 0.5 Pud 以下 ) 1846~1884 1278.0 
即ち これ の み を 合 す る も , LS 5000 Pud 即ち 80,000 kg, 概算 1 RANE 
達せ る も , 現世 紀 に 入り て は 殆 ん ど 探 り 開 され た る が 如 Lo 
Jenissei 河中 流 の 砂金 地 , は 前 案 利 凸 紀 花 内 岩 ,  Rid O A dh 
mo, Angara Table-land Opa pie SBA UT, その 南 生 の み に て 
も 前 世紀 中 に 於 けり る 砂金 の 産出 宜 に 9438 Pud, 160,000 kg に 達し , Angara 
河 の 北岸 Morojnaja 河 の み に て も , 2892 Pud に 達せ る も , TOBMAG LAGS 
PROB Sidr, 始め (1841 年 ) は 100 Pud (1.64t) (CHET AK 10 Solotnik 
(42 gr) (EUS Krestowosdwijensky 砂金 塊 の 如き さ へ , TOA I 8 
Solot. 1844 年 に は 6 Solot. 1845 年 に は 4 Sol. に 減じ ,1897 年 に は 1.1Sol. 
に 過ぎ ざる に 至れ 0。 
Lena 河 流 域 金 産地 
Lena 河 流 域 の 金 産地 は , AIC BUT Angaraland の 東南 環 壁 を 成す 司 
IIS UT, 主 な る 産地 は 次 の 如く 分 る 。 
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1. Upper Vitim 人 金 産地 Bargusinsk 人 金 産 地 ( 除 園 20) 

2. Lower Vitim 金 産地 ……‥Bodaibo 人 金 産地 ( 際 園 16) 

3. Olekma 金 産地 

4. Aldan ZH) Tommot, Ssutan, Timpton 諸 金 産 地 ( 際 園 6) 

この うち 最も 早く よめ 人 金 を 産 せ る は , Baikal 湖 の 東方 に 近 き Upper Vitim 

金 産地 に し て , 1845 SEO FER IK Ds め ,1865 に は 85 Pud, 1868 年 に は 100.5 
Pud 1869 年 に 113.75 Pud に 達し , 1872 年 に は 131.75 Pud Pe Wea SS 
その 後 海 減 し , 1981 年 に は 18 Pud に 下 れ め 。 そ の 人 後 1996 AEH, POPES 
を 増加 し て ,1901 年 に 95 Pud, tuk CO Mist 2500 Pud に 達せ る も る も, その 
後 明 か な ら ず , 金 産 の 中 心 は 海 炊 Lower Vitim CHO, 1905 年 に は , 同 地 
の み に て 453 Pud を 産 し , シベ リャ 第 一 の 人 金 産地 を 成せ る も , これ また 区 
BITROR SHO, 

LOM BIKA IR TIL, Zeya 河 呼 の 金 産 地 よ め り , Stanovoi (lie! ALIC 
越し た る Aldan 河 の 本 支流 の 金 産 知ら れ , 最 東端 の Ssutamsky (=-CL GE 
に 1889~1921 に 約 450 Pud, その 西方 の Timpton 河上 流 に て は , 1902~ 
1911 に 約 470 Pud を 産 せ る が , 1915~16 頃 に は 更に 西方 Alekma 河 の 上 
流 に 移り , な ほそ の 産 額 は 25 Pud 前 後に 過ぎ ざり き 。 然 る に 近年 Aldan の 
上 流 , Tommot 砂金 地 の 閥 展 を 見 , 1923~27 年 間 1716 Pud BY 28,109 kg 
の 金 を 産 せ 0 。 

但し これ よめ 北方 好み Aldan 及び Lena AVRO THICK TL, 始原 代 内 
Hae Dd hE EO SUC Riad Os 1d, WRORE FS LDGTS 
も の の 如く , 却 つ て 活か 東北 方 , Jakuzk 山脈 の 北側 に 位 す る Kolima 河 の 
上 流 等 に その 幣 座 を 期待 せら る 。 

Amur Bb @& i ih 

Amur 流域 の 金 産地 る , KKRKOMS HMI 
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ーー 1 Transbaikalia 東部 ; a a 
ae a2 ‘a. Schilka, Onon 河 金 産地 CEI 21) ; : 
by Algun yap geet Nertschinsky 金 産地 ( 階 園 22) : 
eee TL Amur 地方 : 
es c. Upper Amur 人 金 産地 C(HfE] 23) = 
a Zeya 金 産地 COE 24) | : 


e. Bureja, Niman 金 産 地 (PAE) 25) 

HL Lower Amur 地方 ; : 
Onon, Schilka HEROS HMIEB Pid 0, OD 5 Onon 河 の 北 支 Kyr 
ae Cid, 1868~1895 年 に 610 Pud を 産 し , 叉 Nertschensk 東方 の Kara jap 
に て ,1838~1901 年 1300 Pod を 産 せり 。 何れ も その 源 を 太古 代 片 族 岩 結 品 
EE ORT SDE Y 0 ~ 
COMME IS & dels’, Nertschinsk 南方 , Unda 河 に て 約 6000 B, (内 a . 
Nowtroitzk の み に て 3000 貫 う に 達せ 9( 年 代 不明 )。 5s 
| Zeya 河上 流 の 金 産地 は , 前 者 に 病 い て Stanovoi WIRO RHEL L,+ 
EUCEMA RONDE & OBO, Zeya 河 及 びそ の 支流 Urkan, 河 Gilui 
if, Unacha jaf, Tlikan 河 等 の 流域 を 主 と し , liken 河 の 二 支 流 の みて も , = 

ーー れ ぞ ざれ 1500 Pud (1889~1899 年 ), 670 Pud (1883~ 1895 年 ) の 全 を 産 せ 0。 

(但し これ また 大 戦 頃 よ めそ の 産 塞 ろう へ た れ ど も ,1915 年 な ほ 900 HF (210 
| Pad BELO LHL CH, FROME EEE Lo 

Amur 下流 に 於 て は 特に Amgun 河 の 流域 Kerbi 地方 に 於 で て 前 世紀 中 約 
900 Pud の 産 金 あ り し も , 今 は 概ね 探り 問 さ れ た る も の の 如 Le 
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3463, 電子 線 廻 折 に より て 生じ た る 線 よ 
YVRERRMOKSOHH Brill, R. 
SALSA LY CHT s 5 る 電子 線 
OMT ROW & WT eA LOK ZR 
Ai & OPI OBAGAK & Ae >, Rl HF BE f CAI) 
が 比較 前 大 な る 速度 を 有する 電子 線 に の 
DBAS i SH, Bo を 御 値幅 と する 時 
は 


a 


2 
B= B.——_.., BP’ = 0-537 ocosyh 2 


cosyh/2 ’ 

CB ; WHO te) 
と な り て , と の 式 を 用 ひ て ,X 線 に 於 ける 
和 粉末 法 に よ ょ る と 同様 に し て 結晶 粒 の 大 さき 
を 測定 する と と を 得 。 こ の 開 係 式 は 玄 方 
結晶 及び 立方 体 の 珍 を な す 結 唱 粒 の 場合 
に は Scherrer が X 線 の 場合 に 用 ひ た 式 と 
一 致す る を 知れ り 。(Z. Krist., 87, 275~ 
280, 1984)C 5H) 

3464, 銀 ア マル ガム の 結晶 構造 
Weryha, A. 

銀 ア マル が か が ム AgsHes, oe MARES 
粉末 法 に ょ り て 研究 し , そ 2 立方 日 位 格 
子 の 一 外 の 長 さ は 10.09A に し て , Ags 
Hg, ODF ESA AME Of Ys 
の 12 Ag は Va 位置 に ,16 Hg 原子 は Csv 
位置 に あり て , Hg の parameter om fif it 
23/120 な る を 知れ り 。 銀 の 線 を 水銀 中 
に 挿 入 せ る 場合 に 生 ぜ る と 同様 な る 構造 
は また AQNOs 溶液 中 に 水銀 を 滴下 する 


時 に 生じ た る AgsHgs に も 認め た り 。 
(Z. Krist., 86, 335~339, 1933) (AL) ; 
465, ヒド ラー ル ヂ ライ ト CAICOHD3) 
の 結 品 構造 Megaw, H. D. 

AICOH)3 の S4IhE の 研究 に 際 し , Mg 
COW), の それ に 比較 し て 著 し き 差異 あ 
る 事 賞 を 認め その 原因 を 知る 目 に て 
本 研究 を 行 Yo 研究 に 使用 そる も の は _ 
Norway の Langesundsfjord 産 の 8x:4x メ 1 
mm KOM MIC し て マイ ゼン ミル ダダ X 線 
ORR X 線 分 光 計 に ょ り , Hele ER 
び ROBE & WE LCA VG 従来 の 
OS ERAS 3 AeS. ILE pr ita= 
8-6236, bo = 5.0602, c= 9-699, B= 85°26! 
に し て 8 AICOH)s & EH, その ZB 
は C3n te Wo ARE AAR US BAPE 
2S BARE IC し て , 各層 は BFE 
HH ttt OH の 二 層 と , tole Al 刻 
Go), Al BA RMALE 3 OO fia 
OPE VY 2 ese LEA BOMEE 
LU, WRF Pict io hboreeE 
BP TED HEE IC HSC I OH 入 面 体 の 一 
Be Ma FoMeBeA, Al を 含ま ざ 
る OH 和信 面体 に て は OH ax HERAT SB Oy & 
嘱 置 と な れ り 。 イ オン 座 禁 は 金 部 の ィ イオ 
YICBL CHA bh, HEL Rigiio 
ER FED te Vo ARE AA HEREE IC Cd, 
O-Al 距離 は =1.89A, O—O Gaigt 2 % 
の )=2.4.9, O-O GHReYS%o0)= 
278A, 0-0C 一 亡 間 の 距離 )=2.79 A, 
fiz AXs Ho ¥einHE & と の 比較, Mg 
(OF) 2 © FAI & OLLIE SIAC, その 
差異 を , 求め た る MBL UML 
y o。 CZ.Krist., 87,185~204, 1934)C 高 根 〕 


| 


抄 62C40) 抄 


= a5; gl pe eos +N] es ae See 
< Bea ecie ia 
x と ee ot ae 

a 2 ig 294 


3466, AgeSO4.4NHs Off RE 
Coney, R. B., Wyckoff, R. W. G. 

AME AES DAZED SIC BV, ラウ = 
SG, HONS HR UChkO), Ch0D) の 反射 の 
X 線 分 光 計測 定 の 資料 に 依 れ り 。 と の 正 
HE BO BLA a a=8.43A, co =6:35 
A に LC 29 FREER, % OZER Va" 


KUT 28a adic, 4 Ag 2), 80RU | 


8 CNHs) は で e) に 位置 し ,Ag ICT 3 
“parameter は 0-50,O 及び NHs K¥fL 
て は 
O. x=0-14, y=0-07, z=0-15 
NHs x/=0-10, y’=0.30, 2=0-50 
Lik Y AAAI SO, の 四面 体 
と 直線 駄 を な す (Ag・ 2 NH3 BEL OME 
LUGS LEH SHV CZ. Krist., 
87, 264~274, 1934)C 高 根 〕 
3467, HASRRESAT AIH C 
my Fi =o 

MASI GR LA LAME RN NX 2 プ 
Ai P¥E RB, その 他 の 研究 を な せ 
Y 。C001 う 人 で C101 う =28° 14” & Y, asc= 
0:537 を 得 た り 。 KA, 白石 澤 ; デレ の 
CHES St 0AKR27O MRE RF 
る を 以 て , そ の 各々 に つき て 別々 に BN 
し , 叉 白石 澤 産 , デレ の 涯 産 の も の に つき 
て は 化 皇 分 析 を 行 ひ , その 比重 を 測定 
せり oC 地質 41, 181~188, 昭 DCE 
3468, SPR SERED CD) ee 
石 に 就 い て LORE, 

常 毅 産 艇 煙 石 を 便 定 上 炊 の 三種 類 , BD 
BRMABW Ot ©, Rath & Bio 
MICS S 無色 透明 の も の , 並び に FLA 
色 泊 透明 の も の と に 分 類 し 各々 その 産出 


AKiRs 4h or, HER SOR Ay aE A. BE 
等 に 就き て HY). HBR HS Mit 
PRK ULC RYO BMA ~F YN 
LORY OD CDE EL OIC CHIH 
二 種 , PIMC BAe B~Dd 
\ と いひ , SOBHA IC 次 の 分 子 式 を 
BL~ Ye Y ° 

第 一 種 ,Fe MgSioOg 9-1% MgCaSigOg 
90:9% 第 二 種 , FeMgSig061-92% MgCa 
SigOg 98-19% 第 三種 FeMgSi2063.12 
MgCaSig06 97:92。( 地 質 , 41, 189~193, 
1934)C 待 場 〕 
3469, Papandajan CWestjava) 産 
RWGBOMRE Geilman, W., Bilz, 
Ww. 

著者 は 従来 行く は れん ざれ LAU BEE DS 
AR Ay AT 4p ~ VQ Papandajan® pRB IK Ik 
一 種 あ り て 其 の 一 種 は 黄色 の 非常 た 純粋 
な る る も ゃ の に LT, 他 の 一 種 は 灰色 不 均 二 
な る も の な り 。 後者 は 其 の 光 澤 面 に 黄 鐵 
PLM S VE ABOREM & HOHE 
mS So AMMO Mm SIV Eb 
に し て , KH BROARMD tHE te Y OF 
了 千 分 の 1 パーセント 得度 に リ シ ウ ム , セ 
UY, MH FIA 等 を 含み , 更 に Pie 
KF YF EY, MH, 銅 , MME の 重金属 を 
含め り 。 灰色 硫黄 に 於 ける 不純 物質 の 大 
部 分 は チタ ン 酸 に 富める 圭 酸 な り 。 KE 
VERDE (dE LCA, ES, bie as eR, 
DEE & HYD b BIC MIC & VC Ape 
BS S FEPRUE LE, AR MEU IC EGR SE 
ae UJ & B_ CZs. anorg. u. allg. Chem. 
197, 1931, 422~428)C 待 場 〕 


hf > 
v ; 
Me a ae | 


引 265 抄 
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3470, BRAM HIFHEU SE AHA 
*£4, Laemmlein, G. 

AROMMIE LS Beh, BUI A 
© 2 REPRE BBE ICI, HATE LS 材 
料 の 不 充 分 な る 供給 に より て 生 ぜ る も の 
な り 。 こと 種 の 結 品 も その 切り 方 の 如何 に 
< YC, Av 3 Pht Korrosion) の 結果 と 
類する 場合 あれ ど , COMAMRSHK, 
結晶 の 成 生 後に 起 れ る 現象 に し て , Mo 
Ay & JQ BS CA By BS AE AY IC PE 
られ 得る 場合 に の み 使 用 さる べき も の な 
り 。 即ち 石 英 の BIL, その 生じ た る 時 
DHL He L, FEA TKR AS DAES 異な 
Ye SHFIC DAMA LI SLOILT, 
BS SABI Ph OMAK EN Drie 
URIBE 2 OICL TDS ZYSIAGE 
We i BE DB 3 pte Bas)Korrosion tr Z x 
FED f& 0 1c, Abschmelzung #; 34% EX JA 
ゐ た きも の な り と 流さ べた り 。 CMin. Pet. 
Mitt., 44, 470~478, 1933C 河 野 〕 

3471, Gleinalpe 中 心 都 岩石 の ラ ヂ ュ 
ム 含 量 Botzner, H. 

本 Gleinalpe (4 (1) 46 fH BARU PRA 
& PR 3 ti Aa OP RDS VT, (2 うそ 
OLMKEL UCBWMRA-BEH A, 
AB a hia DROKMALUTOR 
層 あ り て ,(3) 基 上 部 に は HEL KH 
 MREBH A SARA ARAS 
LU GSRERDS Vo (2 及び (3 は 中 心 塊 
BEUE CHK KY BES. Kim 
は 以上 諸 岩 石 中 ~D7IF UR 含量 の 分 


布 , WEAF Y AAO ROBE 


に 主として SHES LD RHA OM 
性 度 と の 開 係 如何 , 中 心 塊 の 岩石 の みな i 
ら ず ,Aplit, Pegmatit # jc ic BY LC WE Ai 
OAH] te S BRE ( Be AML LC 
BLE SCROMSEBREBSLEV, 
Carbonataufschliiss 2 Flusssiureauf- 
Schliiss }F £ MAYES AO CWA Ske, 
7FFUABPRAMBEL LRA Mea 
L,7FO a Res PAPERS 2IHtU 
て 高まり , 叉 アル カリ 即ち KK の 高まる に 
EU TL ME SBMS he VGAL CSS 
OAH ld fe RO AIC C FEAR AL DEH 1c HK 
YH~DHESLOE YMA Lze w= 
た YoC Min. Pet. Mitt, 44, 495~504, 
1933) Cy BF ) 
3472, ノー ルウ エー, テレ マー クタ の Gau- 
sta 山地 域 の 地質 Wyckoff, D. 

Gausta |) Hb sk © 44 A it Bil SERA BE Se 
OCC, (Ct Porphyroids EK 
Wea CE, arkose, A )C3) es BEBE 
aq “greenstone” Rei Zt hi eo =e 
FIC PIR B Bo | 

“Porphyroids” (4B HORAK LT, 
AR ARIK 1d EE“ Porphyroids» は 火山 起 
WO’OR SHE MT Alte DRL HB 
WEY SERA THERE RGR LT, 
HEI 7c OGRE ESN SIC HEY, AL 
( J texture 及び structure を 保存 せり 。 
然 れ どる も 雌 等 線 べ て の 岩石 は 原 押 質 の 大 
規模 の BREN, KBAR 
に 依り 変 代 せら れ , FRAG 更 に 石英 に 
依り 変 代 せら る 。 MHS te ORB 
&Bo ths Ay Bis } Porphyroids 
LEO LICR BKM GL OMCs HH 


抄 64(42) ib 
合 存在 せり と 流さ べた り 。 花 論 岩 及び 夷 炉 
岩 は ; MEK RAP ICREARARE UTR 
は Porphyroid 27k Rt OPER IC HY 
OWS, TEA ODMRUBERE OK 
i2% Porphyroid icy SUS 30 FE 
BRU BEM IL IEIC LS BME Ee S 
が , TEEPE O 原 加里 長石 は Ma ay ws 
RUE & HE CIAL ERA WEAR 
FABRIK VIR bt, BOKPEMIC 依り 
Ae SBT RA REA & SAE Yo 
SEH © BUA it PAB KRA 岩石 
OM Hore BREACRRA tA 
t ORBEA BRAKE Y, HA A 
NAF YT HVA PICEA AKKVUE 
MetbS, Ch bOWMRRAMMOBA 
は の Oslofjords fe Hh Lk DA RA FRAISIR AN 
mi) CHL Ha RSH? - revs 
BIRO ET ST ANA ORR A 
せ W (CNor. Geol. Tid., 13, 1~72, 1934) 
C 河 野 〕 
3473, ラー ヘル 測地 域 の スカ ポラ イト 岩 
の 新種 Brauns, R. 

ラー へ ん たん 潮 地 域 よ り の え カ ヵ カポ ライ ト を 
SAL, 方 解 石 に 富める HN IC Oe BE 
BL, ALTREC ERG At 3, 7 
WHY ANTAMEK UME SLO 
る 事 を 認め た り 。 WOERBARBMAt 
る 名 稀 の 下 に ラー へ ん を 湖 地 域 の アル ヵ リ 
隔 長 岩 的 岩石 忠 の 一 員 と せら る さき も の 
eV LN, 最後 に テー へ を 地域 の HH 
物 に 就き その 或 因 及 び RAM e TB 
2 Y (Zbl, Min. Geol., A. 65~72,1934) 
[河野 〕 
3474, SiZARAWOR=[ORS ok C 


FEB GLE 


REARWUSESRORUARMA ~ 


BOY PRIS EY HERS Dh, BF 
ic Ac 基 代 表 的 な も の と し て , 古き 
% も の の 順序 に 次 の 4 種 の 岩石 を 媒 げ ば 得 ら 
る 。 1. SAR- RRMA MMAR 
la 2. FRB AR-RieeA— y 
通 輝 石 安山岩 3. ZAR-MAH— Hee 
Axia VARS 4. SH 
tei — S886 — TSA — RUA 

本 次 に て は HEF, ZED 4H O BAO 
HE AIRWME, 題 微 鏡 的 性 質 及 び 化 
年 成分 を 記載 し , 次 に LEO BAO 
AARNE EBDMO RE UR 
し , 更に URRY WicstntoesAe 
RUBS HR hte SCL LEO 
RY ORCRVEBROZLEL ELBA 
OB Ra OwME LV 推論 し , 最後 に 本 
KU & LIC 隣接 する WM e a, 夫々 の 
I > 2 By Ee & 比較 Uc, 2b 
( & & AIRATIC (L FERRO IREB IC ST 
LEM VY Chk. HF, 12, 52~76, 1984) 
【 河 野 〕 
3475, 飯綱 , 黒姫 火山 山田 節 三 。 
著者 は 飯綱 火山 の 燈 岩 を , 外輪 山 , 中 央 
KOE, 側 火 山 の 三 っ に 大 別 し , HCA 
Hie CORE I< GED Pe LL ESL — 
HA — FEVER BADIA & RUHL 
に 一 大 別 せ り 。 RUGARK Se 4Ho 
SHA —MKRARUARU S REA — 
SHA MRRA RU AIC HIRE VS 中 上 
AD Ra 2 SA — RR — 
REA — Rig SRA BRE A 
Riles ROK i A — BRR AR 


8 


- 計 
4 


の 三 つ に 分 て り 9 ANS REA — Bi 
灰 長 石 一 実 山 岩 及 び 含 普 通 尊 石 一 褐色 角 
AA — aH —MRRARI BOS 
BIS Vg 
FAG ys tt RR > 中 央 火口 丘 , 側 

KROL IC 四 大 別 し , 更に 外輪 山 
t= COMMA —MREARWAKATC 
り 。 PRADO RG HHT — RRB AB 
4 WIC (2 BLE -- FER EA RUA IC, 

VEW A SHR — LRA AR 
WHERE ARI Ate Vo 

WAKA PICS At SAR AOM 

(LPC PS 3 RPAltny =1-561~1-575 
OBUMEL MN し , RHA 110 面 に WI 
2 RPTAlt ny =1-691~1-697 De & 
L, 普通 輝石 は (110 う 面 に 於 て nz =1-688 
~1.695 Dit em し , Pit CIO 
KPT 0, =1-662~1-710 DBL E 示せ 
YD RKBARALRA LBA 4 
を 行 へ る が , AEE LB RAHUL, 
Al20s, NagO RU K20 に 富み , Feg03 
+FeO. MgO 及び CaO に 逐 し き 特 性 を 有 
F LMR KV, Chse, 12, 96~149,1934) 
Cay SF) 
3476, Stromboli 
Rittmann, A. 


XW OWA AKEE 


Stromboli BAD AOMBRU PBA 
FL 16 個 の 位置 を 正確 に 測量 し , EO 
出 孔 の 活動 を 19831 年 6 月 28 日 より 7 月 5 
日 に 渡り て 詳細 に BUR FER L, 種々 OFF 
Be AO cCHRE し て 表示 を り 。 倫 噴出 
に ょ る WIS 測量 製 賠 し > これ ょ り 
多 《 の 地質 見 取 園 と SMe eEV, この 期 
間 中 に 於 ける 小 噴 出 孔 の ERD Bett &) 


ie #9 65(43) 


な らし めん と せり olZeits. f. Vulk. 15, — 

184~190, 1933)C 渡 邊 新 ] 

3477, 1932~33 年 間 に 於 ける 世界 の 火山 

活動 概 報 ’ 
アメ リカ , ア ジア , 共 州 に 於 け る 1932 


SSAC SAMMI OME & % OM 


献 と 併せ 報告 そり 。 日 本 の も の は 草津 自 
根 の 活動 の み 報 告 す られ ね た り 。(Zeits. f. 
Vulk. 15, 195 へ ~201C 渡 邊 新 ) 
3478, Papandajang 産 火山 硫黄 本 
HH 3469. 参 昭 。 x 
3478, Northern California に 於 ける 
Burnt lava flow. Finch, R. H. 
Northern California (cJSit 23% % fb 
Lx lava flow の 中 の 一 つ に ‘ Burnt 
lava flow’ と 呼ば る ヽ ぃ も の あり 。 Medi- 
cine Lake Highland の 南端 に 存 す 。 と の 
lava は 約 300 年 前 に 噴出 そる も の と 推 


定 さ れ , そ の 下部 の Me IH 2 IAC YR 


を 以 て 境 を せら る 。 PHA COMBO 
を 行 ひ >, その 噴出 口 を 考 へ , PICT ORO 
HRC % ZAR UH His olivine basalt 
に し て , その 分 析 表 を る も MMe 5 So 
(Zeits. f. Vulk. 15, 180~183, 1933) 


CHB) 
Bh hk & 


3479, HARRI OES ¢ SSRMOKRE 
[CHET Sloces, B. 

BEM DPE Py © JR AE MELE VL ta ES 
る も の に し て , SMWO 組成 が RH wk 
MI SCL, COMMOBK, KAO ws 
Abs LRE © Hi, ESI ORME IC KS RO 
に し て , ZH OBME IS SOUR IK HEC WE 


Pb 66644) yb. 


oe #8 2.98 


か に 認め らち る 。 る LLHOMMNRA O|E 
ABER OA Bi UCR 5 
SAIL, TAIRO FR OAM IK 極め て 有 有 
効 な る も の な る さ べし 。 PHAZE 
KC BERL Bt STEKO AME IC EA 
が た め , 種 々 の BSH FREES LO 
% HE He V 。CEcon. Geol, 28,778~779, 


1933)C HBF) 
3480, 中 部 Sweden O(ARGMEMEIX 
mE < Korn, D. 


紫 研 究 は Sweden の 中 部 Yxsjo に た 於 け 
る 偏 形 硫化 圧 体 に 就 て な され た る も の に 
Lt, Ika & UC HETES SRAM tectonic 
deformation OPEHER UDETK © RaeoE F 
CPI LC, <O texture k VHRR 
の relative age CHAS SHIA rA EL, 
も Loe asx L ¢ deformation® 517% 3 
場合 に は , BT OMRK V, その 硫 物 
の 成 生 順 を 明か に 定 む る と と は 困難 な る 
場合 多 し 。 

中 部 Sweden OPEL Me fk ia FE I< tectonic 
disturbance の zone に 限ら れ て skarns 
を 伴 ふ 。 即ち foliation plane, contact 
surface, shearing plane “ODER OTS 
に あたる 部 分 に 限ら れ , LE OME Y 
次 第 た に 変 代 作 用 を 外 方 に 進展 そし む 。 th 
SWIC HSC FEHR ORR H~S Hd, Hite 
作用 が cataclastic zone 中 に 在 る leplite 
及び pegmatite 中 に 著 し 《 し て , OCHS 
OAR AIC Ah te SHI Vo 

Deformation OPA CEORA PK 
% GES? bit, 硫化 作用 の 終了 後衛 HE 
He LEM). aA OWM ARMA 
英 , 圭 志方 解 石 及 陽 起 石 に し て , BE AE 


EOE, 磁 硫 鐵 斑 , PISRSN DR, BE ABR E L, = 
ECHR LCRA, BA, WKS 
bY MOY OB Pa skarn 中 より 得 
KS¢ OIC LT, HU deform せる も の 
tr 6G 一 般 の criteria (CC (ARH LURES 
BRK RAE © FE De De © We ALE © Bee 
Sk MD be Se DBK RAG © deforma- 
tion に 就 て 精細 に 研究 せり 。 CN. J. fiir 
Min, etc., B. B. 66, 433~459, 1933) 
Ch BF) 
3481, 朝鮮 光陽 硫 山 の 地質 硫 床 

FFE PERS AD GES Il © Fe BRL i AE 
fis HSH 1 SS See SEMI IC L 
て , TRUS LED, Ee SL OME 
RUHR O2 條 に Lc HESS HE 
30° 東 , 傾斜 西 80° 北 に UC HRMS Loh 75 
BARS Y, BKK WS H 8 oO AIRE 
LWA TABS 3 2 SS RAMEE L, 
HME SL AES > SBA 
ANRC A }. & & URSA LC FES PRIS 
ii} ~F. RAH a © AUR e FSF し 
CH Gin LRA — ee YU . RAPP 
POS と ゃ DEAE, ESADN, DEMLEROR, Plat 
SABRE te Y oC A AREAS kt, 50, 64, 13.9) 
Crp BF) : 
3482, Siete ht, SHAS CH C 

Re hhc W (a 7B RAR AS AL A RT Ic 
0 CHEN Hita HC lat SSR ABR 
に し て 敷 條 あり 。 AI KOREA, (A 
は 25?~45? 東 に LC JURE A PHS 8 寸 , BA 
FER & L CIRAUIR, BESIDE, D7 SARE を 
含む 。 人 金 粒 は 微細 に し て 両 眼 に は 見 へ ざ 
れ ど る , HMBC (BESO 

EATER HL (2 7B Ze ASE A KATALIN IS 2 


la ae tart ah ae 
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り て 花 税 岩 及 片 旋 岩 より な り , BIE 
OCB 2 SSRARIK LT, AR 
石 と し て 多量 の 黒鉛 と 少量 の 硫化 春物 と 
CRS. MMItRS きる も, 主 な る ゃ の 
(L—FGRF =r ~n HIC LT, 何 ny 
FEI (LHP, 80°~90° RICA S , RIE 
(£—HEMI 25 KR, Fann GHis2Q7 
~1IRi Vo CHABER, 50, 64~65, 昭 の 


て 中野 
Bh hk BS 

3483, RMROMRARR HN 

BS. 


GER ATOR AGREE & UCB 5S 
物理 的 方 法 は 重力 法 ; 磁力 法 , WR, 電 
REC LC, ZEA AWK 4 E i 
接 た に 知る 方 法 に あら ちず し て , その WAH 
人造 を 知る 方 法 な り 。 RN RAN TRE 
法 に よ ょ つて 直接 石油 の 有無 を 知ら ん と す 
る 方 法 が 案 出 そちら れ , その White 成績 は 相 
営 良 結果 な り 。 そ の 方 法 に は 間接 法 な る 
て イ う 電位 差 法 Cm う 抵抗 法 ( へ う 電 磁 法 と 直 
BREN bE CC, 地表 , SIF ICH S 
測定 法 と あり , 筆者 は 之 等 の 方 法 の 理論 
RUB O BAS CMe c 評論 し , 2H 
の 方 法 の 内 抵抗 法 が 本 看 油 田 に 應 用 LA 
き 事 を 述べ られ た り リ 。 (石油 時 報 , 661~2 
101~109, 201~206)C AAI 
3484, FIRE OXKRAMRAUAiIA Condit, 
D. D. 

Sh ASSAY BE IC k YE HED Baluchistan 
Punjab, Assam, Bengal th Bie HC ROY 
WIC AB te BRM OTD SE He 
Vo MU AHICM CHAVA Lt aH 


ot #5 67(45) 


| する 最も 古き 地層 は 上 部 白 聖 紀 に UT, 


石油 赴 頭 も この 時 代 の 地 選 或 は その 上 選 
(CH 6 3, fF Bugti hills "の Khattan 
Of RAGE BIE 3 IC DRO AO Bh 
ih 228%, Baluchistan (CP cit _biK ; 
AER BIC Be S V, LEO AAT 
MOD SVM VME 石灰 岩 等 より な 
り , 砂 質 泥 板 岩 , 砂岩 を 爽 有 する も ゃ の な サリ 。 
の みな ら ず 印度 に 於 て 石 滅 
ROE te 3 HLH =ALIC CT Panjab, 北 
py Frontier yh Bic#c tt Eocene, Assam 
に て は Oligocene, Miocene 期 な り 。 こと これ 
等 の 第 三 紀 は Assam k Y Bengal- 海 に 
JER LAMOBME A Lt ORICA 
Burma の Arakan yap pe ic Ys 3. Cag LB 
SU th ICAO A EIA & BIL Lt S 
4 ote) (B. Am, A. Petr]. Geol. 19, 
283~314, 19847 AAI 
3485, Burma の gas field Stamp, 
L. D. 
Burma に 於 て は 中 央 Burma Dio 
PS IC HERES 3 = AC I BU & BU 
Bitr, X Assam basin の 同 隊 中 に も 存在 
L, Burma の Araken 海岸 に 先 延 長 し , 
何れ も brachish water OUR KCIS CA 
WRORG BAM bE SIORVS 
AM BIAit Burma KcPcas(, 2¥ 
Ai SLY SR ORV HHP 
は 一 日 390,000 cub. ft を 産出 する も の 
が あり , 之 等 は 利用 そら る くも の な り 。 
4D BUT it PEPE CAPS % DIC し て 特に 
Minbu 及び Arakan の 海岸 地 着 に 多 し 。 
Avia eC S BTL © FEM & HE 
L, 右 油 の 産出 を 調和 侵し 居る も ゃ も の な り リ 。 


Baluchistan 


3 
F 


™ 


抄 568C46) 、 抄 


CB. Am. A. Petrl. Geol., 18, 315~326, 
19384)C AAS) 
3486, 探 油 率 算出 の factor Brace, O. L. 

PRU EMS 2 CPLR 5 SN 
方 法 は decline curve 
方 法 な り 。 MARAE MOIKE XS UML 
得る る % ゃ の に し て 普通 行 は れる も の な サ り サ 。 
後者 の 方 法 に 於 て は 次 の 如き 含 油層 の 物 
FE AURGE & 41S WFESH V, RN で 1) Ayhlet 
DIES RUMERZ) OFLU fi Fl HES) 
BUT > ALE C4) WE CO) 水分 の 有無 等 な 
VY, ZEO factors は その 探 用 の 場合 の 議 
差 に よ ょ つて, THLE の 産出 量 と の 間 
に 相違 を 生 ず 可 き 事 を 考慮 する 必要 あ 
Vo RIK ZEO factor (4% OPRAH HH 
DY ACHAD tt dHRKEMWBL L, TH 
KHER ST SEWMETs ORV, B. 
Am. A. Petrl, Geol. 18, 343~357, 
1933) CAA 
87, 海水 の 影響 に よる 壇 基 の 交換 
Kelley, W. P. etc. 

HH SEBS LT VC HIN IRAE © dn 
SLOeEMY SYA MOG 1 a v 
BHA POB A ay & RAT SAR ICA 
ObSS%ORV, COMPILRMOM 
Pr hia IC HS CRY BS SFRIC LT, 
2 eK LEC RAS る 場合 に は 陽 イ 
チオ ン の 置換 が 認め ちる くも の な り 。 深 
水中 に は BSBA 多量 Sd, a at 特 
LS BL Sete oO な り 。 
Talyor, Case の 報告 に よれ ば , 含 油層 上 
BR Yer th AR LG 3 GE RSE BRE 
BHYXSLORVLUKEHEVQO 
HO HESS © Be PEE Yh FH KAS ba & 


と volumetric の 


な る 成分 を RY LB S201 UT, 酒田 
HL PIC HS Ck PIERO KH, VEL OM 
B O Fate th & AE CE PE HA & Ze Sv 
SEL KBE LES 4 OFF SS CB- 
Am. A. Petrl. Geol, 18, 358~367, - 
1934)- AAR 


ee Let EY) 


3488, =MAX TiO2-Si0eoRUTiOn- 


AlzO3 Bunting, E. N 

周知 の 如く TiO。 の 天然 物 に は 3 WE 
HE Ls 著者 の 安定 度 研 究 に た に ょ れ ば , 板 チタ 
ン 右 は 媒 燈 割 の 存在 す る 場合 に は 800°C 
以下 に 於 て ; 叉 銘 鑑 石 は 400°C WEIR 
CT RALAT IC AES 9 Mi LCST © KFA 
Milt 1825°+5°C と 決定 せり 。 ARIA YEIC 
kV Ti0g-SiO, 系 の 平衡 賠 を 作製 せ し 
に , 本 系 に は 化合 物 は 存在 を せ ず , 只 cristo- 
balite と rutile と の 間 に 10:5 2% TiO。 
1540°C (cps CHEB EAT ZORS 次 
に TiOg-AloO3 Ric ite C Wartenberg 
の 報告 そる 化合 物 2TiOg- AlyO3 を 認め 
得 ず し て , TiO2・Al20g の 生ずる と と を 
確 め た り 。 ARE © EBB Ia 1860°C 
KUT, TiO2 と は 15%Al20g, 1715°C 
HAT, また Alz20sg と は 62%Al20s, 
1850°C KPC 夫々 FEHB HRI 9 
(Bur. Stand, Jour. Res. 11, 719~725, 
1933) CHAN) 
3489, AAY VORBKAR & RAAB 
Noll, W. 

DAY Y OPEARALIC Hy EC AY PEPE IC BEL 
CUA ORBS Le d, RAM Mic 
H—& WX Y &, Erzgebirgem Aue に 


he 


8k #2 69¢47) 


WET TE HERA (IR PRO | 


産 す る ヵ カオ リン あり , そ の 産 系 VAT 
250° 350°C に 於 て 生じ た る も の と 考 へ 
ら る 。 本 カオ リン は X 線 的 た に は カオ リナ 
ィ ト に し て dickite sft nacrite な ら ず 。 
著者 の ヵ ォ リン 合成 筑 葵 に よれ ば 1:6 比 
の Al20s と Si0g を 300°C た 於 て 水 と 
FESS iit RE UCHR at Vy 
FEV. —~HRRACKEG BBAORKA 
ォ リ ン 化 作用 に 特別 に 酸 を 要する と と は 
Bi の 場合 た 認め ちる く ゝ 所 な り 。 例 へ ば 
KIKI BAK PEE IC IST iL 2FeCl。 十 3 
H2gO0=6HCI+Fe 0g tr ZR REIC & UH 
PRET. COMBoES 3 HFK 320°C 
DRONES TC BOTH BE 及び 
結晶 作用 が 行 は れ , カオ リナ イト DORA 
を 見 る さく , 同 作 用 @ 低 温度 に 於 て は 行 
は れ ざ る も の と せり リ り 。 (Cent. Blatt, 80~ 
84, 1934) 吉木 〕 

3490, *4EO X 線 的 研究 Nagelschmidt, 
G. 

著者 は 著名 な る 産地 の nacrite, dickite, 
kaolinite, halloysite 及 び montmollironite 


部 に 自 雲母 , 方 解 石 等 の X 線 粉 末法 た にょ 
SMIPTME GRE SWBRE BRE VR 
に Malliss Pep A WO hit & BE 
に より て その 粒子 を <0-05, 0-:05~1, 1~ 
5.5, 5-5~12. 12~30u の 5 級 に 分 ち , 各 部 
DRAB EHBW Me X RN IC HE 
20 9 HUBER at EI ANIC EY Las 
<501p の 講 部 分 は X 線 を 使用 し , 上 
兄 禁 準 試料 の 結果 と 習 比 し て 磯 物 成 分 を 
PIETY, COURIC LHS RAMS 
RAE BRL V 成る に 反し , 微粒 部 ほど 


halloysite を #4 し , HABE I Omuscovite 


を 変 ゆ る と と を 明か に せり 。CZeit.Krist , 
87, 120~145, 1934) 7) 
3491, PERE URIS £ ERS 2 
MEA Loch, L. 

SOLER MADEN DRE 2 E71) Be OBR 
的 研究 は 三成 分 系 Si0g-AlgO3-CaO jc 
立脚 し て 行 は れ た ずり 。 BHAT D ES 
DG RE DRS (HV FeO, MnO 及 
び MgO を 一 括 し 諸 成 分 を 分 子 百分比 と 
し , SiO2-CaO-Mg (Fe, Mn)O-Al,03 を 
WORLDS SOME LTH VU, MS 
Ae (L BR YAE @ Je Fp BK cL PU AP SK DO TA PK Pte 
HST SiOg-CaO-Aln,O3 BLY SiO2- 


CaO-MgO 系 に 接近 し て 存 ず る と と 知ら 


れ , CRIES MMe Vogta Reo =m 
分 系 を 以 て 論 ぜ し 開 係 を 正しき も の と を せ 
Yo RIC BE © H5 ANTE ARS © Fe] AB OS 
PU RA RICE CIEL ( FEET SEX L 


と 述べ , 即ち 硫 塗 の RAB TK AIC - 


於 て akermanite-gehlenite の 運 結 線上 に 
近接 し て 存在 する と と は 載 基 性 太 津 中 に 
Melilith が 主要 枯 成 分 と し て 品 出 する 事 
SE BEL, H. Melilith it je Re hie} 
CHSC AME DURA © IMAM IC TIER 
y oCNeues Jb. Min., Beil-Bd., Abt.401~ 
427, 19330575) 

3492, BEECH SARE Ches- 
ters, J. H., Parmelee, C. W. 

ABEL VA VAPRNIA PA OBE 
FERU EME MgO と AloOs eWICH 
F BRAT © AE POSH E & PLY IS DRT S 
RE BHERD (ATIC & VY WZe Y off} cristo- 
balite Keuv42 ih © RAE & HAT RIC 


Hb 70¢ 48) pb " 
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於 ける 比重 測定 に より 計算 し , 或 は 生成 
ym X Be OAR IC ょ り 確 
DEV BMHRIK E HIE iz 1500°C に 
2 畔 間 加 熱 後 は 殆 ん ど ク リス トペ ライ ト 
化し , ZC FPS RHE IL HY 676 te VoD 
作用 は 226CaO 或 は 1-5%NayO41-5 % 
Fe203 の 添加 に ょ り 著 し く 促 進 せ そら る 。 
次 に 電 燈 MgO と Al203 混合 物 は .15009 
Cic 2 WER ANA I LV ~VORMA LS 
生ずる の みな り し が ,22%B20s を 加 ふ れ 
ば 同 條 件 に 於 て 75 2 ¥ CRED LU 3 
を 得 た り 。 更 に 該 温 合 物 の 微粒 子 て 0:06 
mm) DADS IK (41450°C Ic HSC Hd 
10 分 間 に LCRA ME UV, Cour. 
Amer. Ceram. Soc 17, 50~59, 1934) 
CHAD 

石 


3493,: OMIM Davies, 
R. G., Mott, R. A. 

Fipe® Plasticity の 研究 に 於 て 私 炭 の 
SA TL EE ZED Wh RE SK UBB SE OPA 
る 方 法 に て , 従来 の BECH し PBR 
泡 に 水 を 浸入 そし むる URES AO, KE 
法 に 代 ふ る に 比重 源 70c.c 入 ) う を 使用 そ 
る を 特長 と す 。 本 法 に ょ り 比 溢 的 小 な る 
試料 に て 正確 な る 値 を 得 ち る さそ し と 云 へ 
Y oCFuel, 12, 382, 1933)(#8 A) 

3494, BRB BRURKRAMIK KSB 
の Pseudbitumen AOreié Fischer, 
F., Peters, K., Cremer, W. 

SRA v-beIC BAT SHG H 2 報 と し て 
Brennstoff-Chem, 3& LIC &4REKS eS 
も の に UT, p-Kohle より は , 普通 粉炭 を 


oe 
ik 


BRAD F Ic AEC CHUM SS MA BIC 
MAR IC CAT VA ICT ES NES 
抽出 物質 の 分 離 方 法 及 びそ の 結果 並 に 
恭 溜 結果 を 掲げ , 更に THM BE KV 水素 
添加 に ょ りう り 普通 源 青 と 同一 の 性 質 を 有 す 
る 所 調 Fseudbitumen 237} & 3 \ Bee He 
さ べた り 。 (Fuel, 12, 390~394, 1933) 
C8 SL) 
3495, SERIOREEREE CVIII. Sheffield 
辻 験 法 う Davies R. G., Mott, R. A. 
石炭 の 加熱 中 に 於 ける $ FRE — BE 
IAEA — DURA IK BAS 3 FEAR HH 
YE SAGAS] を 加 へ , 著者 等 OGRE S 
新装 置 に より 冥 験 的 に 定め た る 守 験 條 件 
HUD pps Sheffield coking test 制 室 に 到 
SE CO PEGA I Uk~K VG 

と の Shefheld 法 に 於 け る 装置 大体 
に 於 て 最近 に 於 ける 庄 方 法 と 同様 に し て 
Ai SAF BYR ie BS © PRA IC BEE A 
LOLI U6 ARP FMO ez bY 
を 置き , CAZPYOMSLBHBC ARE 
OMSK FS OTS WUC REA 
ICRC MRO Pla L6em, ピス 
by bic3s ( Sea 100 grm KL CMP 
粉 来 炭 を 用 ひ 一 回 の 使用 量 6 grm. 加熱 速 
度 は 1°C/l mm な り 。 

猫 ほ 著者 が 本 振 準 方 法 に よ ょ り 各 種 石炭 
に 就 て 試み た る HRI LHI, ARO 
用 力 は その 水素 並 に 炭素 含有 量 と 美 に 塔 
加 Ls RRA 5S 0CU FO’ の に 於 て 
は 炭素 より 水素 含有 量 に ょ り 有 影響 さる ヽ 
事 多 し 。 石炭 の 軟化 温度 と coking value 
と の 間 に は 直接 開 係 看 せ ざれ ども 炭素 含 
有 量 低 き 不 閣 結 譜 に 於 て は 軟化 温度 低 き 


=p ale ec 
TE is ick 
ey ee ae 


MA 303 i 


Sk $B 71049) - 


(811 V . CFuel, 12, 294~303, 1933) 
C 鈴 見 〕 


fad 


> 


S 2 科 


3496, スパ ツタ リン グ に より て 生む た る 
ニ ツ ケル の 模造 と 瓦 其 含有 Bissem., W., 
Gross, F. 

HRM ekit Ne と He の 混合 無体 中 に 
て 陰極 え ペ PEIFKXEVAEY LORS 
Ni OYRRIL その 時 の 條 件 に 従 つ て 立方 
結 品 か 或 は c/a=1603 な る 六方 結 品 を 
EU, COAA MS MAS it HARMS 
放出 し て 立方 品 に た 機 移 す 。 NARI c 
スパ ペッ タク リン ググ を 行 へ ば 基 時 の 條 件 に 
従 つ て c/a=1.295 な る 正方 品 ,c/a=1:593 
SAB RRS 立方 品 を 生じ , Ze 加熱 
する 時 は HLH と N の 混合 無体 を 放出 し て 
正方 品 は 六方 品 に 匂 移 し , 更 に 加熱 する 
EAS HF ath We Hp AIK AS ST SER HED 
% 0 (CZ. physik, 86, 1~2,1933) (HHL) 
3497, Henbury 及 Waber HERR 
UFR Spencer, L, J. 

PLB Henbury crater 及び アラ 
ビ ヤ ャ の Weber fiMic He cE DS 
れ LBA GREE ISB Dt S ALR & HEAR & 
AL, ELL & HERAT eR 
Y_ Henbury cit ( ODACD IRMA CE 
L, 基 等 の 周 園 に は 小 随 鐵 と 少量 の Mf 
WF LEEDS o MF EBS 3 ICSE 
CRA UCR KARE AT 9 1h 
方 Waber に は 随 鐵 と 共に 著 量 の 奏子 片 
LEAT CHICA BAM a IK Me 
ZLOLAHBARO’LOL EV, WHE 
WOM T OMA & HASEF WILT ROM L 


hq Waber pena & keght 3 ic martensite 
Hes O BLA K URS BBR PER BBE 


| Waber| Waber|Henbury 


色 | 白色 
SiO, | 92-88 
Jk 重 210 
RRA 1-465 


し 居り , そ の 成分 は Fe 91-2, Ni 8:8 2 な 
り 。 こ と これら 太 子 は 高温 の 成 生 物 な る は 疑 
te, € ORLA 大 塊 の 落下 に ょ る 衝 
Wek U/AEL, HAA OM Bt Fe 及び 
Ni OF ANP RAL ZL ORS~Lo 
(Min, Mag., 23, 487~494, 1933.0 AD 


re 
87-45 
2-24 
1.500 


mm 色 
68-88 
2-31 
1.545 


BAR A 


WH ーーーーーー 


FHRSSARRR 本 人 幹事 坪井 誠 
AEB LD D KLIK BASS HEFT IC & 
YRS 5/)) 11 A rs we kV RE 
BRM DS, CO KM ROKRE MST 
S dsb TREBHIC BRC H UC, itt 
WE OBE & RT CUR) 

mies aa AEE pa PRs 
RS 8 Jj 28~31 Apel] Warsaw 市 に 
CHE & Beth SAP RRO Ae 
Lh O73, 5 月 31 Ant A WO A 
Hp Sule CUERK DIRK OP SH. CCK 
FE OEE & LL, 併せ て AFR OK wD 
< ELH & wT S CUES BD 

硫黄 島 火 山 の 活 動 5 月 7 日 付 東京 日 
日 新聞 に ょ れ ば , 4 月 2 日 午 后 6 時 小笠 
RRS OF BADIM Bt US 
ADAHA & Mie c (AE 25 m, 深き 50 


# 72650) eee TS 


m ICSE L ofS 3~4 RO BD BET IC Be 


DES MIC AR (, KH DV 
Lb BEARS 6 分 位 の 間隔 に て , 一 沿 
PAVAREREE L WEE tet 火口 内 は EAB IC 
あり と 。 

同紙 に ょ よれ ば 本 島 は 東京 を 去る 700 YH 
里 ) 人 口 約 L200 と あれ どる も , 明か な ら ず 。 


Joly 氏 白 く Dublin Ko thee | 


OPW BE & し て , 放射 能 に ょ る Hh Beas 
Masti CAH te B John Joly 氏 は 去 る 12 
月 8 日 76 FOMMEUCHMHE SHS. 

. Washington Ri ¢ Carnegie Inst- 


_itute DHALEL#E & と し て 周知 の Henry 
Stephens Washington 氏 は , 去 る 1 月 7 日 


67 オオ に て 逝去 を られ る 。(Am. Min. 4 JHE 
Cie 2 EB) 

昭和 6~7 FEA Tay BRERA LARRY 
業 時 報 第 79 報 及び 第 80 Heic k ikrte 
る も ゃ の 次 の 如 Lo 


DRE) 産 Sih 昭和 6 省 昭 和 7 年 

a 山 | 143,589| 132,067 

鐵 了 "| 嗣 見 潮 | 105,680 105,000, 
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